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番 号日 付

日付令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
Ｒ８．３

Ａ１：━

Ａ３：━
Ｅ１－０００

図面リスト

Ｅ１ー０００ ー図面リスト

Ｅ１ー００１ ー電気設備工事特記仕様書（１）

Ｅ１ー００２ ー電気設備工事特記仕様書（２）

Ｅ１ー００３ ー工事概要・案内図・配置図・工事範囲図

Ｅ２ー００１ ー自動火災報知設備 １－８Ｈ他 凡例・特記（１）

Ｅ２ー００２ ー自動火災報知設備 １－８Ｈ他 特記（２）・参考姿図

Ｅ２ー００３ ー自動火災報知設備 ９－１１Ｈ 凡例・特記

Ｅ２ー００４ ー自動火災報知設備 １－８Ｈ他 点数表

Ｅ２ー００５ ー自動火災報知設備 ９－１１Ｈ 点数表・参考姿図

Ｅ２ー００６ ー自動火災報知設備 １－８Ｈ 系統図

Ｅ２ー００７ ー自動火災報知設備 ９－１１Ｈ 系統図

Ｅ２ー００８ ー自動火災報知設備 イベントホール 系統図

Ｅ２ー００９ ー自動火災報知設備 国際会議場 系統図

Ｅ２ー０１０ ー自動火災報知設備 共用部（１） 系統図

Ｅ２ー０１１ ー自動火災報知設備 共用部（２） 系統図

Ｅ３ー００１ １／３００自動火災報知設備 １ー３Ｈ ピット階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００２ １／３００自動火災報知設備 １ー３Ｈ １階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００３ １／３００自動火災報知設備 １ー３Ｈ ２階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００４ １／３００自動火災報知設備 １ー３Ｈ ３階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００５ １／３００自動火災報知設備 ４ー６Ｈ ピット階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００６ １／３００自動火災報知設備 ４ー６Ｈ １階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００７ １／３００自動火災報知設備 ４ー６Ｈ ２階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー００８ １／３００自動火災報知設備 ４ー６Ｈ ３階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー０１０ １／３００自動火災報知設備 ７ー８Ｈ ピット階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー０１１ １／３００自動火災報知設備 ７ー８Ｈ １階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー０１１ １／３００自動火災報知設備 ７ー８Ｈ ２階平面図 撤去・更新

Ｅ３ー０１２ １／３００自動火災報知設備 ７ー８Ｈ ３階平面図 撤去・更新

Ｅ５ー００１ 自動火災報知設備 イベントホール １階平面図 撤去・更新

Ｅ５ー００２ 自動火災報知設備 イベントホール ２階平面図 撤去・更新

Ｅ５ー００３ 自動火災報知設備 イベントホール ３階平面図 撤去・更新

Ｅ６ー００１ 自動火災報知設備 国際会議場 B１階平面図 撤去・更新

Ｅ６ー００２ 自動火災報知設備 国際会議場 １階平面図 撤去・更新

Ｅ６ー００３ 自動火災報知設備 国際会議場 ２階平面図 撤去・更新

Ｅ６ー００４ 自動火災報知設備 国際会議場 ３階平面図 撤去・更新

Ｅ６ー００５ 自動火災報知設備 国際会議場 ４階平面図 撤去・更新

Ｅ７ー００１ 自動火災報知設備 中央棟 １・２階平面図 撤去・更新

Ｅ７ー００２ 自動火災報知設備 西レストラン棟 B１・１・２階平面図 撤去・更新

Ｅ７ー００３ 自動火災報知設備 連絡共同溝 平面図 撤去・更新

Ｅ７ー００４ 自動火災報知設備 構内通信線路図・各棟詳細図 更新

Ｅ４ー００１ １／３００自動火災報知設備 ９ー１１Ｈ ピット階平面図 撤去・更新

Ｅ４ー００２ １／３００自動火災報知設備 ９ー１１Ｈ １階平面図 撤去・更新

Ｅ４ー００３ １／３００自動火災報知設備 ９ー１１Ｈ ２階平面図 撤去・更新

Ｅ４ー００４ １／３００自動火災報知設備 ９ー１１Ｈ ３階平面図 撤去・更新

Ｅ４ー００５ １／３００自動火災報知設備 ９ー１１Ｈ キャットウォークレベル平面図 撤去・更新

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／３００

１／３００

１／７５０

１／７５０

番　号 図　　面　　名　　称 縮尺（Ａ１） 番　号 図　　面　　名　　称 縮尺（Ａ１）

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事



○　 部

　　　環境省が公表する関東地方_千葉県_千葉地区地点におけるWBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全

 ●

○ 図面(A1版)折りたたみ製本

○ 1 部

● 完成図面

○  箇所

完成時の提出図書等

○ 

○ キャビネ版

本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

● 図面(A1版)見開き製本

仕　　様

○　箇所

● A2版

● A4版
サイズ

撮影箇所

部数

● 1 部

● 3 部

○　 部

● 1 部

○　 部
○ 完成写真

● 工事関係図書

　工事完成時の提出図書等は以下のものとする。

提出図書等

 ●

　4.「ガイドライン」の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。

　3.工事完成検査後は、速やかに電子媒体1部と「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を

　2.工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、「センター」という。）

　　1月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づいて行う。

　　電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】令和4年

　　し、電子データに不備が確認された場合は、受注者は修正作業を行わなければならない。

　　から発行される「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を携行すること。

　　領書」を監督職員に提出すること。なお、電子成果品は工事請負契約書第45条の対象と

　　センターに送付すること。その後、センターから発行される「千葉県電子媒体(副本)受

　1.本工事は、電子納品の対象工事である。電 子 納 品

　　　　地表面粗度区分　(○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ)

　　　施工すること。

 ○

 ● ワンデーレスポンス 　　本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の

　うち(24時間以内)」に回答するよう対応することである。

　　ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、

　回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

　　1)受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら

　　2)受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照

　　　査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監

　　　督職員へ報告すること。

適 用 区 分

　　　　建設省告示第1455号における区域　別表　(　　　　　)

　　　　風速　(Vo=　　　m/s)

　　○　積雪荷重

　　○　風圧力

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には、次の条件を用いる。

　（表記以外に品質等の確認が必要な機材がある場合は記載する。）

機　　　　　材　　　　　等

中央監視制御(監視制御装置)

監視カメラ装置

太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

交流無停電電源装置

高圧変圧器(特定機器)

高圧負荷開閉器

高圧限流ヒューズ

高圧進相コンデンサ

高圧交流遮断器

高圧スイッチギア(PW形)

高圧スイッチギア(CW形)

キュービクル式配電盤

制御盤

分電盤

可変速運転用インバータ装置

照明制御装置

LED照明(一般屋内用に限る。)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　　ているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 ●

　　5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　2.下記の表に機材名が記載された製造業者等は、次の 1)から 6)までの全ての事項を満た

　　ことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記載され

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価された

　　4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　3)安定的な供給が可能であること。

　　1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　（表）

　　●　内部足場等（○　　　種　○　　　種）

　　○　外部足場等（○　　　種　○　　　種）

足 場 そ の 他

　　（　○　機械設備工事　　○　建築工事　　で設置する。）

　●　本工事で設置する。

　○　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。 ●

 ●

 ●

 ●

 ●

 ●

官公署等への手続

工 事 用 仮 設 物

監督職員事務所

工 事 用 電 力

工 事 用 水

　構内につくることが　　　●　できる　　　○　できない

　○　設ける　　　　●　設けない

　工事に必要な官公署への手続きは受注者が代行し、速やかに行う。

　

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

　
●
　
一
般
事
項

　
●
　
一
般
事
項

工 事 名 称

　
●
　
一
般
事
項

　フレックス工期契約制度 　5.再生処理土

　　1)指定(A)(工事間利用)の場合

　　　本工事により再生処理した処理土のうち、下記に示す処理土については、工事間利用

　　を図るものとし、下記指定地に搬出すること。

　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　工事　　　市　　　　町地先

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　　ライン」等に基づき、適正に処理すること。

　　っては、平成18年6月12日付国土交通事務次官通知「建設汚泥の再生利用に関するガイド

　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。また、建設汚泥の再生利用にあた

　留意事項

　1.利用先の確保

　2.中間処理施設の選定

　　　中間処理施設の選定に当たっては、利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するた

　　め、他の残土と混ざらないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このた

　　め、経済性を含めて総合的に判断する必要がある。

　3.品質・安全性の確保

　　　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。

　4.一時保管

　　　利用先との工程調整のため一時保管する場合には、廃棄物処理法等の手続きが必要と

　　なるので注意する。

　　発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力

　すること。

　とする「工事関係者連絡会議」を設置すること。

 ● 　別表1による。他工事との取合い

 ●

　　6)以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

　　　を不当に害することのないようにすること。

　　5)建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の利益

　　　土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　4)取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を

　　　を助長することのないようにすること。

　　3)過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、過積載

　　2)さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。

　　1)積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。運行の防止

　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。過積載による違法

　　　現場に立ち入らせないこと。

　　1)不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック、ダンプカー等を工事

　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。工 事 現 場 管 理 ●

 ●

 ●

　　受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的安 全 対 策

　り提出することができる。

　への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の書式によ

　　受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、又は地域社会創意工夫等の実施

環 境 対 策 ● 　　建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

 ○

　　本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容で火災保険、組立保険その

　他の保険に附すること。

　　3)保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

　　2)保険金額　　請負代金全額

　　1)被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

　　なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に

　提示すること。

保 険 ●

　提出する。

　　本工事の最終請負代金(消費税込)が500万円以上となる場合には、工事実績情報システム

　　また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示す期間内に(一財)日

　本建設情報総合センターに所定の手続により登録するとともに、登録内容確認書の写しを

　　1)工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内

　　3)工事完成時　　　　　　工事完成後10日以内

工事実績情報の登録 ●

　○　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　測定値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。

　測定はパッシブ型採集機器により行う。

　○　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。化学物質の濃度測定

　○　パラジクロロベンゼン（用途が学校の場合、上記項目に追加する。）

　着工前の測定　　○　行わない　　　○　行う

　測定対象室　　　○　図示　　　　　○　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　測定個所数　　　○　図示　　　　　○　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　1.千葉県で定める「環境配慮物品調達方針」に基づき環境に配慮した物品を優先的に使用

　　する。

環 境 へ の 配 慮

　2.「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」の特定調達品目の判断基準は

 ●

　3.環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材(材料及

　　び機材を含む）の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃

　　棄時の負荷低減に配慮されていること。」)に留意すること。

　○　

　○　埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。建設発生土の処理 ○

　　4)建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　3)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　2)建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　1)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

　　　ド発散建築材料以外の材料

　　材料を指す。

　　は、次の1)又は2)に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の3)又は4)に該当する

　2.設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分においては、｢規制対象外｣と

　　　使用する。

　　2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　　を使用したものとする。

　　　ルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムア

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルへキシル等を

　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

　
●
　
一
般
事
項

 ●

 ●

させる建築材料等

化学物質を放散

電気工作物の種類

施 工 従 事 者

　　　を使用する。

　　　ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料

　　　塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少

　　1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

　　本工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める

　　ると共に、次の1)から4)を満たすものとする。

　1.本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

　　電気工作物においては法令で定める電気工事士とする。契約電力 500kW以上の電気工作

　行うものとする。

　　●　事業用電気工作物(自家用電気工作物)　　○　一般用電気工作物

　　章、項目及び特記事項共に、● 印の付いたものを適用し、○ 印のものは適用しない。

 Ⅱ．工事仕様

　　工事発注に関する説明事項書(質疑に対する回答書を含む)、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべ

　1.共通仕様

  2.提出様式

　　本工事で用いる提出書類の様式は、県発注・営繕工事関連提出書類一覧(下記URL)によるほか、監督職員の指示による。

　　https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

  3.特記仕様

　4.指定部分　　●　無　　　○　有　(対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　3.工事種目( ● 印の付いたものを適用し、○ 印の付いたものは適用しない。)

 Ⅰ．工事概要

　2.建物概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定部分工期　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　

中央制御監視設備

防犯・入退室管理設備

監視カメラ設備

誘導支援装置

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

一式○ ○ ○ ○一式 一式 一式

一式○ ○ ○ ○一式 一式 一式

構内通信線路

構内配電線路

一式 一式 一式○ ○ ○ ○一式

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

一式○ ○ ○ ○ ○一式 一式 一式

一式○ ○ ○ ○ ○一式 一式 一式

火災報知設備 一式 一式 一式● ● ● ●一式

一式 一式 一式

●

○ ○ ○ ○ ○一式

○

テレビ共同受信設備

拡声設備

発電設備

電力貯蔵設備

雷保護設備

動力設備

電灯設備

工　事　種　目

建物別及び屋外

一式

一式

一式

一式

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 受変電設備

工　　　　事　　　　種　　　　別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

○

○

　1.工事場所

　物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　猛暑による作業不能日数

　　　律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７時の
　　　間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

　　ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

　　　がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

　(コリンズ)に基づき、工事実績データを作成する。

　様書」という。)、「公共建築改修工事標準仕様書(電気工事編）(令和7年版)」(以下、「改修工事標準仕様書」とい

　て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)」(以下、「標準仕

　う。）及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)」（以下、「標準図」という。）による。

　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」(令和7年1月28日変更閣議決定)による。

　　2)登録内容の変更時　　　契約事項の確定日から10日以内

 ○ 　○　本工事　○　別途

　　 ○　受変電設備設備及び発電設備の停復電による連動動作等の確認

　　 ○　火災報知設備と連動する防火戸、ダンパー等の連動動作等の確認

　　調整項目（確認方法等は監督職員の指示による。）

工 事 写 真 ●

　設計図CADデータ 　：　●　貸与する　　○　貸与しない ● 設計図CADデータ

　　貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用して

　　はならない。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領(令和5年版)」による。

総合試運転調整

等

材料・機材の品質 　1.本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

　　品質及び性能を有するものとする。

　　とする。

　　　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するもの

　　　なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 ●

　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡す。

　特別管理産業廃棄物　●　なし　　○　あり(PCB使用機器:　　　　　　　　)

　●　　なし　　○　　あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)引渡しを要するもの

　1)　「千葉県建設リサイクル推進計画２０１６ガイドライン」に基づき、本工事に係る

建設副産物の処理等 　1.共通事項

　　　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利

　　用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システムに

 ●

　　◎作成対象工事

　　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源

　　利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工

　2)　「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基づき、建設副産物の処理に先

　　立ち、「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を1部

　　提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について

　　許可業者と各々建設廃棄物処理契約を締結し、「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職

　　員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　　　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関す

　　る法律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を

　　事登録証明書」は最終請負金額が100万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建

　　設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。

　　より作成し、各1部提出するとともに、これらの記録を工事完成後一年間保存しておくこ

　　と。

　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換シス

　　　建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、1部提出すると

　　し確認を受けること。

　3)　建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式に

　　ともに、実際に要した処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員に提示

　　よる場合は、原則として複写式伝票のＤ票及びＥ票を提示すること。

　　提示すること。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　7）         （   　 　　）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　6）         （   　 　　）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　4)建設汚泥（　　　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　3)建設発生木材（　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　2)コンクリート塊（　 　t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　1)アスコン塊（　　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　本工事により発生する

　4.建設廃棄物

　　本工事により発生する

　　路盤廃材(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　　　　　　　　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　3.路盤廃材

　　建設発生土(　　　　　m3)は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

　3)指定(B)の場合

　　なお、詳細については監督職員の指示によるものとすること。

　　建設発生土(　　　　　m3)は、　　　　　　　　　　地先に搬出するものとする。

　2)指定(A)(その他)の場合

　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3
　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　工事　　　市　　　町地先

　　用を図るものとし、下記指定地に搬出すること。

　　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間利

　1)指定(A)(工事間利用)の場合

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　テム（コブリス・プラス）」により作成し、施工計画書に含め各1部提出すること。

電子納品による● 電子成果品

　　 建築物等の利用に関する説明書は「建築物等の利

 　　用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成す

 　　ること。

● 保全に

　 関する資料

● 2 部

　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイド

　2.建設発生土

　　積極的に工事間流用により利用先の確保に努める。

　　　建設発生土情報交換システム(コブリス・プラス)を活用して、建設発生土と同様、

　　　また、リサイクル原則化ルールに基づき、建設副産物情報交換システム(コブリス・プ

　　ラス)の登録処理業者を活用して、50km範囲で検索する。

○ 建築物等の利用に関する説明書

○ 機器取扱い説明書

○ 機器性能試験成績書

○ 官公署届出書類

○ 総合試運転調整報告書

　ラインの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準｣における2の

　(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

千葉市美浜区中瀬

ＲＣ造 地上２階 6,645.60 （４）項 特定

ＲＣ造 地上２階 3,351.59 （４）項 特定

一式○

一式○

一式○

○

一式○

一式○

一式●

一式○

一式

一式

一式

一式

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

○

一式

国際展示場（１－８ホール） Ｓ造､ＲＣ造 地上３階 98,712 （４）項 特定

国際展示場（９－１１ホール）Ｓ造､ＲＣ造､ＳＲＣ造 地上２階 37,225 （４）項 特定

国際展示場（1-8H） 国際展示場（9-11H） イベントホール 国際会議場 その他棟・屋外

イベントホール Ｓ造､ＲＣ造 地上３階 15,598 （４）項 特定

国際会議場 Ｓ造､ＲＣ造 地上４階 16,700 （４）項 特定

西レストラン棟

中央棟

施設の分類構　造 備　考消防法施行令別表第一延べ面積(㎡)階　数建　物　名　称

一式●●

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ１：ー

Ａ３：ー

電気設備工事特記仕様書（１）

電気設備工事特記仕様書（１）１ ー

Ｅ１－００１

　　　て登録するものとする。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

　　・工事着手日までの間は、工事の施工(現場事務所の設置、資機材等の発注及び工場製作を含む)を行ってはならない。

　　・工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び現場代理人の従事期間は、工事着手日をもっ
　　・前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。

　　・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条に基づく現場代理人の設置を要しない。

　　　なければならない。

　　　又は監理技術者の設置を要しない。
　　・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法(昭和24年5月24日法律第100号)第26条に基づく主任技術者

　　・受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後7日以内に工事着手日通知書(第1号様式)を発注者に届け出
　　留意事項

　○　適用しない

　　本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

　　　た暑さ指数）過去５年分（2021年～2025年）について、本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する法
　　ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_千葉地点におけるWBGT値（気温、湿度、日射・輻射を考慮し

　　　作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））

● 2 部

○ 　部

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　丸徳工業（株）に運搬し、処理するものとする。

Ｒ８．３

　●　適用する　工事着手期限日（令和９年　４月　１６日）　工期の終期日（令和１０年　１０月　３１日）　　　

　　ⅰ）作業不能日数：７日間（工期の始期は令和８年１２月１８日で算定）

　工事管理者(施設改修課長)の任命する監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を

　構内の既存施設　　○　利用できない　　　●　利用できる(　●　有償　　〇　無償)

　構内の既存施設　　○　利用できない　　　●　利用できる(　●　有償　　〇　無償)

　　5）混合廃棄物（　１．５ｔ　）は　千葉市花見川区　 地先、片道運搬距離 8.2 kmの

電気保安技術者

 ○

 ○



　標準仕様書(令和7年版)に準拠して行う。

警報ベル

　800～1,500

1,000給油ボックス（壁掛形）

名　　称

　幹線　　○　三相3線式　200V　　　　　○　　相　　線式　　　　V

　分岐　　○　三相3線式　200V　　　　　○　　相　　線式　　　　V

電 気 方 式

機 器 へ の 接 続 　本工事制御盤より別途電動機等への配線接続は　　○　本工事　　　○　別途工事 ○

 ○
　
○
　
動
力
設
備

　○　電池内蔵形　　　　　　　　　　　　　○　電池別置形

　幹線　　○　単相3線式　　200V/100V　　　　　○　直流2線式　　100V

　分岐　　○　単相2線式　　　 　100V　　　　　○　直流2線式　　100V

　　　　　○　単相2線式　　　 　200V　

　○　外部固定式　　　○　内部固定式　　　○　回転形又は上下動形　　○　アップ形

電 気 方 式

ハイテンション

ア ウ ト レ ッ ト

非 常 照 明 器 具

 ○

 ○

 ○

　○　タンブラスイッチは　　　　　　　　　○　ワイド形　　　　　　　○　大角形

　○　壁付コンセントは(2口は複式で可)　　 ○　ワイド形　　　　　　　○　大角形

配 線 器 具 ○

　測定数　:　監督職員の指示による。非常用の照明装置

の照度測定箇所数

 ○

　
○
　
電
灯
設
備

　
○
　
受
変
電
設
備

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○ 電 気 方 式

絶縁ゴムマット

そ の 他

配 電 盤

進相コンデンサ

設 備 容 量

主 遮 断 機

　変圧器総容量　　　　kVA　　(うち本工事に係るもの　　　　　　　　　　　kVA)

　　　　　○　CB形(5サイクル以内)　　　　　　 ○　PF-S形

　　1)変圧器は　　○　油入形　　　　　○　モールド形　　　変圧器とする。

　図示による。

　　○　屋内形　　　　　　○　屋外形

　　○　高圧　　kVar　　　○　低圧　　自動力率制御(　　○　あり　　○　なし)

　　2)高圧交流負荷開閉器(LBS)はストライカ式とする。

　　3)変圧器のB種接地線には、漏電警報器(ELR)を設置する。

　　4)DS・LBS等の充電部が露出する機器には、十分な強度を有する透明アクリル板保護扉

　　　を設ける。

　　　　　○　単相　3線式　　　200V/100V　　　　○　単相　 線式　　   　V

　低圧　　○　三相　3線式　　　200V　　　　　　 ○　三相　3線式　　　400V

　高圧　　○　三相　3線式　　　6kV

　
●
　
構
内
通
信
線
路

 ○

 ○

 ●

 ○ そ の 他

地 中 管 の 材 質

地中線路の余長

配 線 方 式

　　　を行う。

　　※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

　○　防水鋳鉄管

　地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シートを設ける。

　埋設標　　　　　○　鉄製　　　　　　○　コンクリート製

　標識シート　　　○　(GL-300　　　　 ○　2倍折り)

　○　厚鋼電線管(防食テープ1/2重ね2回巻き、4層)　　　 ○　波付硬質ポリエチレン管

　○　地中線式　　　●　共同構内　　　　　○　架空線式

　マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上(1巻程度)ケーブルの余長を設ける。

　○　低圧　　　○　三相3線式　200V　　　　　　 ○　三相　　線式　　　V

　　　　　　　　○　単相3線式　200V/100V 　　　 ○　単相　　線式　　　V

　　　　　　　　○　単相　　線式　　　　V

　○　地中線式　　　　　○　共同溝内　　　　　○　架空線式

　○　高圧　　　　　三相3線式　6kV電 気 方 式

電 線 方 式

 ○

 ○

　1)架空引込　高圧気中負荷開閉器(PAS)、(SOG+DGR)付収納箱(ステンレス製)

　マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上(1巻程度)ケーブルの余長を設ける。

　○　厚鋼電線管(防食テープ1/2重ね2回巻き、4層)　　　　○　波付硬質ポリエチレン管

　○　1基毎単独　　　　　　　　　　　　　 　○　共用(ケーブル1芯使用)

　○　耐塩形(ケーブル端末処理材とも)　　　　○　重耐塩形

　　　を行う。

　　※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

　○　防水鋳鉄管

地中線路の余長

装 柱 機 材

外 灯 接 地

区 分 開 閉 器 等

地 中 管 の 材 質

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

　標識シート　　　○　(GL-300　　　　 ○　2倍折り)

　埋設標　　　　　○　鉄製　　　　　　○　コンクリート製

　地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シート(高圧は管理者名入り)を設ける。そ の 他 ○

　2)地中引込  高圧引込用気中負荷開閉器(地中引込用)(UAS)(SOG+DGR)付

　
○
　
構
内
配
電
線
路

　
○
　
そ
　
の
　
他

　　　○　自然換気口　　○　ガス抜き管　　○　強制換気装置　　○　ガス検知器

　○　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

　　　○　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 

　○　なし

　○　あり(下記による)

上 ガ ス 対 策 ○

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目

基
　
礎

開
　
口
　
部

そ
の
他

配
管
配
線

　施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

点
検
口

配電盤、制御盤、キュービクル

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル

受水槽、サービスタンク

高架水槽、クーリングタワー、消火栓補給水槽

テレビアンテナ、避雷針

受水槽、消化水槽

外部取り付けギャラリー

換気扇枠

インサート、吊りボルト

防油提

(ダクト、チャンバー接続フランジを含む)

天井吊り型FCU及び全熱交換形換気(接地共)

制御盤と動力盤の間(接地共)

機器付属の制御盤(接地共)

配線ピット、トレンチピット

床、天井、壁

架台、アンカーボルト

屋　上

屋　外

屋　内

鉄骨、PC板等への穴開け、補強、スリーブ入れ(工場加工)

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切り込み

換気扇、大便器等

風道、埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口

埋込形(分電盤、端子盤、プルボックス)

はり、床、壁貫通部

工事内容
施工区分

電気建築 機械

配管

配線(　)

配管

配線(　)回路

操作

電源供給

回路

操作

電源供給

一次側

ニ次側

躯体と一体のもの

上記以外

鉄筋基礎

無筋基礎

躯体と一体のもの

上記以外

補強のない場合

補強とも

スリーブ、型枠

鉄筋補強

スリーブ、型枠

鉄筋補強 ● ○ ○

○ ● ●

● ○ ○

● ●

● ○ ○

● ●

○

○

● ● ●

○○●

●

○ ● ●

○ ● ●

○○○

● ○ ○

○ ● ●

○ ● ●

●

●

○

○ ○

○

○ ● ○

● ● ●

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○○

○

●

○

○

●

○

● ○ ○

○○○

● ● ●

○ ○●

○ ○●煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

接 地 極 　　図面に記載のなき場合、各工事との取り合いは原則として下記による。 ○

 ●

 ○ 工 事 区 分 表

施工図等の取扱い

　
●
　
別
表
１

　
○
　
別
表
１(

つ
づ
き)

　　図面に記載のなき場合、機器の取付高さは原則として下記による。機 器 取 付 高

取付高(mm)測　　点

 ●

重要機器

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5 1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

一般機器 重要機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0 0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

一般機器

2.0

設置場所 機器種別

中　間　階

屋上及び塔屋
防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

　設計用標準水平震度

地 階 ・ 1階

上層階、
機器

水槽類

機器

水槽類

機器

水槽類

　【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階縦の場合は上層2階、10～12階建

　　　　　　の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　　　・水槽類に燃料小出槽を含む。

　　　　重要機器は次のものを示す。

　　　　○　配電盤　　　　　　　　○　発電装置(防災用)　　○　直流電源装置

　　　　○　交流無停電電源装置　　○　交換機　　　　　　　●　自動火災報知受信機

　　2)設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　　　○　中央監視装置　　　　　○　分電盤

 ○一般の施設 ●特定の施設

　特記あるもの及び特殊なものを除き　○　樹脂製　○　アルミ合金製　○　ステンレス製

(亜鉛メッキ面)の塗装

金属製露出管路 ○

及 び 同 附 属 品

厚 鋼 電 線 管 　電線管外面の仕上げは、　　○　溶融亜鉛メッキ　　○　製造者標準　とする。

　電線管内面の仕上げは、　　○　溶融亜鉛メッキ　　○　製造者標準　とする。

　電線管付属品は、　○　上記と同等の防食性能を有する防水形　　○　標準品　とする。

　合成樹脂製可とう電線管(PF)は、一重管とする。

　○　溶融亜鉛メッキ製　　○　ステンレス製　　　　防水形とする。

　結露防止処理を行う。

　既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッタ

　による。

再 使 用 機 器

は つ り

屋外プルボックス

合成樹脂製可とう

電線管

呼 び 線

保温・結露防止

　　取り外し再使用機器は、清掃および絶縁抵抗測定のうえ取り付けを行う。ただし、絶縁

　劣化等により再使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

フラッシュプレート

フロアーカバー

フロアープレート

　OA用インナーコンセント　　　　　　○　樹脂製　○　アルミ合金製

　　　　　　　　〃　　　　　　　　　○　水平高低調整式(空転防止リング付)

　特記あるもの及び特殊なものを除き　○　砲金製　○　アルミ合金製　○　ステンレス製

　長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニ－ル被覆鉄線を挿入する。

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ●

 ○

 ○

　　設備機器の固定は、次に示す事項を除き「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」(独

　立行政法人建築研究所監修)による。

　　1)設計用水平地震力

耐 震 措 置 ●

　　　機器の重量(kN)に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、

　　設計用標準水平震度は、次による。

　建築工事にてFP板(スタイロホーム等)打ち込みの箇所に取付ける位置ボックス等は、保温、

　○すべて下地処理の後、塗装(調合ペイント2回塗り)を行う。

　○配線室以外の管路は、すべて下地処理の後、塗装(調合ペイント2回塗り）を行う。

　○

　
●
　
共
通
事
項

既存躯体への穿孔

　付属装置等を用いて施工する。

　
●
　
一
般
事
項

　
●
　
共
通
事
項

工事前の絶縁抵抗

測定

　　既存キュービクルからの幹線および改修する回路の絶縁抵抗は、

施 工 調 査

　●　はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

　　　　調査項目　●　既存資料調査　　　○

　　事前調査　　　●　本工事　　　　　　○　別途

　　　　調査範囲　○　図示　　　　　　　●　工事範囲内

　　　　調査方法　○　図示　　　　　　　●　現地確認

 ●

 ●

 ●

　部分使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　月　　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

　○　改修工事の部分使用

条 件 明 示 項 目

　　　が、給付の対象としない。

　実施区分を規定)の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。

　　本工事が、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という。)に該当し

　た場合は、千葉県建設工事検査要綱(検査の区分を規定)及び中間検査実施細則(中間検査

　　1)調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として2ケ

　　　月に1回、隔月ごと、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は

　　　監督職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。

　　2)中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を行う

中間検査の対象工事 ●

中 間 検 査 　●中間検査を実施する。

　　中間検査の範囲

 ●

施 設 点 検 ●

　　本工事に含まれる建築工事、機械設備工事は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　情報システム課が設置した機器(アクセスポイント、サーバラック等)がある場合は、

　取扱いを監督職員と協議すること。

そ の 他

　4)小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

　　　受注者は、2)に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真(以下、「小黒板情報電子化

　　写真」と称する。)を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。

　　　なお納品時に、受注者は

　　　URL(http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html)のチェックシステム

　　(信憑性チェックツール)又はチェックシステム(信憑性チェックツール)を搭載した写真

　　管理ソフトウェアや工事写真ビューアソフトを用いて、小黒板情報電子化写真の信憑性

　　確認を行い、その結果を併せて監督職員へ「工事打合せ簿」等により提出するものとす

　　る。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が確認することがある。

　3)小黒板情報の電子的記入の取扱い

　　　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、2)に示す小黒板情

　　報の電子的記入については、同要領４．で規定されている写真編集には該当しない。

　2)デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

　　　受注者は、1)の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写体と小黒

　　営繕工事撮影要領２．(３)撮影方法」による。

　　　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器

　　の使用が困難な工種については、使用機器の利用を限定するものではない。

　1)対象機器の導入

　　　受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な機器・ソフトウェア

　　等(以降「使用機器」と称する)については、営繕工事写真撮影要領２．(３)に示す項目

　　の電子的記入ができること、かつ信憑性確認(改ざん検知機能)を有するものを使用する

　　こととする。なお、信憑性確認(改ざん検知機能)は、「電子政府における調達のために

　　参照すべき暗号のリスト(CRYPTREC 暗号リスト)」

　　　URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」に記載している技術を使用している

　　こと。また、受注者は監督職員に対し、工事着手前に本工事での使用機器について提示

　　するものとする。

　　　なお、使用機器の事例として、

　　　URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html」記載の「デジタル工事

　　写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照されたい。ただし、この使用機器の

　　事例からの選定に限定するものではない。

デジタル工事写真 　　デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体

　画像の撮影と同時に工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入および、工事写真の

　信憑性確認を行うことにより、現場撮影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん

　防止を図るものである。

　　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の

　承諾を得たうえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事(以降、「対象工事」と称

　する)とすることができる。対象工事では、以下の1)から4)の全てを実施することとする。

の小黒板情報電子化

　　板情報を電子画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、

 ●

 ●

接地の種類

○

○

○

○

○

○

　Ｄ種接地

　Ｃ種接地

　Ｂ種接地

　Ａ種接地

　共同接地

　共同接地 A,D

A,C,D

A

B

C

D

E

E

E

E

E

E

記号 接地抵抗値

100Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

○　高圧避雷器用 E

○

　交換装置用 Et  10Ω以下○

○　通信用(10Ω) EAt  10Ω以下

○
　電話引込口

　の保安器用
ELt  100Ω以下

○　通信用(100Ω) EDt 100Ω以下

○　測定用 EO

　Ｄ種接地 E

　　※　接地抵抗値は、電気事業者と協議のうえ決定すること。

D(ELB)

LA

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－１組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１  (Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１  (Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

又は(Ｌ＝900mm、W=30mm)

100Ω以下

 10Ω以下

　　接地棒ＥＢ(10φ)はW=30mm、L=900mm（測定用は、L=1,000mm）、接地棒ＥＢ(14φ)は、

　　W＝40mm、L=1,200mm としても差し支えない。

　接　　地　　極

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100

　　 〃　 （踊場） 〃 2,500

 　　〃   （鏡上） 鏡上端～中心   150

床上～下端 1,500以上避難口誘導灯

廊下通路誘導灯 床上～上端 1,000以下

スイッチ（一般）　 床上～中心 1,300

〃 1,100

ﾃﾚﾋﾞ端子（一般）

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､ 〃   300

        〃　　       （和室） 〃   150

        〃　　       （台上） 台上～中心   150

コンセント（車庫） 床上～中心 800～1,300

コンセント（車椅子用） 床上～中心   900

取引用計器 　地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器箱（低圧） 地上～中心 1,800～2,200

床上～中心分電盤、OA盤、制御盤、実験盤 1,500

開閉器箱 〃 1,500 (上端1,900以下)

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,300

接地用端子箱 地上、床上～中心   500

雷保護用接地端子箱 床上～下端   800

接地極埋設標 地上～中心   600

　地上～給油口

端子盤（EPS・電気室） 床上～中心 1,500

壁付電話機 床上～中心 1,300

親時計 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,500

子時計、スピーカ (天井高)×0.9

アッテネータ   1,300

(天井高)×0.9

発信器（出退表示用）

出退表示盤

  1,300

インターホン   1,300

標準図による外部受付用インターホン子機

 900、（400）呼出ボタン(バリアフリートイレ)

復帰ボタン(バリアフリートイレ)   1,300

廊下表示灯(バリアフリートイレ)   2,000

テレビ機器収容箱（ＥＰＳ）   1,800

入退室管理装置（カードリーダ、

バイオメトリクス照合装置）

暗証番号入力装置、 〃   1,300

火報受信機（複合盤）、副受信機 　床上～操作部

機器収容箱　　　 〃 　800～1,500

発信機 〃 　800～1,500

〃 (天井高)×0.9

ガス漏れ検知器（液化石油ガス） 〃   300

　　〃　　(バリアフリートイレ)

自動閉鎖装置（防火戸用）

連動制御器

表示灯

      〃　　  （都市ガス）

〃

〃

床上～中心

天井面～中心 (天井面)－200(壁面取付の(天井面)－200(壁面取付の

場合)

　(備考) (天井高)×0.9及び(天井高)×0.8は天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

　注）天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、　

  　監督職員と協議する。

　　　呼出ボタン(バリアフリートイレ)の取付高さ(400)は床に転倒した時を考慮した高さ

　　を示す。

　　接地極の材料は原則として下記による。

 　 なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは1,500mm 以上とする。

  1,500

  1,500

(天井高)×0.8

150/IΩ以下※

　　本工事完成(「工事目的物の引渡し」を行った日)後、1年目及び2年目に施設点検（不具合

　穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属の探知により電源供給が停止できる

　　比較のため工事の前後で測定すること。

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ１：ー

Ａ３：ー

電気設備工事特記仕様書（２）

電気設備工事特記仕様書（２）１ ー

Ｅ１－００２

　　(回数　１回、　　実施時期　協議による)

　　(　協議による　)

　●　施工可能期間　イベント等実施していない時期

　　　※ホールの使用状況により上記施工期間以外でも短期間であれば施工可能

の有無を確認し、その処理について協議）を行うので、当課から依頼があり次第、施設点検

に立ち会い協力するものとする。



工　事　内　容 工　事　場　所

①　自動火災報知設備更新 国際展示場１－８ホール

国際展示場９－１１ホール

１．全棟及び屋外の既存自動火災報知設備機器の撤去・更新を行う。

２．下記機器間に光ケーブル（耐熱光ＳＭ－２Ｃ）を新設する。

　　 ・新設防災表示装置（国際会議場１階総合管理センター設置）～ 新設副防災表示盤（イベントホール１階控室１）

　　 ・新設防災表示装置（国際会議場１階総合管理センター設置）～ 新設ＲＰ変換盤（９ホール１階サブ管理センター）

工事概要

イベントホール

国際会議場

その他棟・屋外

1カ月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

主装置（総合管理C・サブ管理C）

受信機更新　工程表

　　発生するため、その期間は巡回を増やす等の対策を講じること。（消防へ再度確認すること）

３．下記工程表より総合管理センター及びサブ管理センターに設置している受信機更新時、それぞれ１日未警戒期間が

　　ほか配管配線はすべて既設流用とし、機器のみ撤去更新とする。

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ１：━

Ａ３：━

工事概要・案内図・配置図・工事範囲図

工事概要１ ━ 配置図・工事範囲図３ ━

案内図２ ー

Ｅ１－００３

案内図　　NO SCALE

配置図・工事範囲図　　NO SCALE

①自動火災報知設備更新
国際展示場１～８ホール
イベントホール
国際会議場
その他棟・屋外

①自動火災報知設備更新
国際展示場９～１１ホール

総合管理センター受信機・総合操作盤(６日間) サブ総合管理センター受信機(４日間)

切替準備(１日)

機器撤去(１日)

受信機設置・接続(１日)

総合操作盤・非常電話盤接続(２日)

調整(２日)

自火報未警戒期間

切替準備(１日)

機器撤去(１日)

受信機設置・接続(１日)

Ｒ－Ｐ盤設置・接続(１日)

調整(１日)

自火報未警戒期間

サブ管理センター

総合管理センター



凡　例

記　　号 名 称 記 事

ダ ク ト 消 火 制 御 盤 別途

スプリンクラーアラーム弁 予作動式（設備工事）

中　継　盤

警　戒　区　域　番　号

シャッター降下時警報用　　　　　　ＤＣ２４Ｖ電　子　ブ　ザ　ー

タレ壁降下用（建築工事）　　　　　ＤＣ２４Ｖ自　動　閉　鎖　装　置Ｃ

自　動　閉　鎖　装　置 防煙ダンパー閉鎖用（空調工事）　　ＤＣ２４Ｖ（モーター式）

機　器　収　容　箱 消火栓箱組込型 収容

機　器　収　容　箱 送水口組込型 収容

機　器　収　容　箱 埋込型 収容

機　器　収　容　箱 露出型 収容

特種（防水型）

特種

１種（防水型）

防　排　煙　制　御　盤 ３回線

天井型　（検知区域警報装置内蔵）ガ ス 漏 れ 検 知 器

エスカレーター制御盤 建築工事

自　動　開　放　装　置 排煙口開放用（空調工事）　　　　　ＤＣ２４Ｖ（モーター式）

自　動　閉　鎖　装　置 防火シャッター閉鎖用（建築工事）　ＤＣ２４Ｖ

自　動　閉　鎖　装　置 防火扉閉鎖用（ラッチ式）　　　　　ＤＣ２４Ｖ　０．３Ａ

警 戒 区 域 境 界 線

複数接続用　５ヶ用ガ ス 漏 れ 中 継 器

設備工事排　煙　機　制　御　盤

移　報　器 消火栓始動器　表示灯点滅装置　ＡＣ２００Ｖ／２４Ｖ　

スプリンクラーポンプ制御盤 設備工事

スプリンクラーアラーム弁 設備工事

端子盤

差動式スポット型感知器 ２種

光電式スポット型感知器
１

光電式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

光電式分離型感知器

光電式分離型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

配　管　配　線

光電式スポット型感知器

ガ ス 遮 断 弁 操 作 器

埋込型

埋込型

１

埋込型

棟別フロア番号自火報用

埋込型

自　動　開　放　装　置Ｗ 排煙窓開放用　　　　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下

ハ　ロ　ン　制　御　盤

放　水　銃　制　御　盤

放水銃コンプレッサー制御盤

総  合  操  作  盤

キ ュ ー ビ ク ル 制 御 盤キュービクル

ク　ラ　ス　タ　制 御 盤クラスタ

照　明　制　御　盤

誘　導　灯　信　号　装　置

副  防  災  表  示  盤

非  常  放  送  盤 非常放送工事

表　示　盤 Ｒ型副表示

端子付

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

表　示　灯 ＬＥＤ　２４Ｖ　　　　防滴型

表　示　灯 ＬＥＤ　２４Ｖ

発　信　機 Ｐ型１級　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラット型表示灯付

非　常　電　話　機

Ｓ・ＴＦＴ

照明

ＣＯＭ

放水

ＨＬ

遮断弁

ダクト

ＧＲ型　２５５０アドレス（２５５アドレス×１０系統）　自立型

更新既設

※２

※２

※２

※２

※１：中継器盤内の中継器のみ更新

※２：収容機器の発信機・表示灯・非常電話子機のみ更新

※１

ａ）火災受信盤

　２）総合操作盤の仕様は下記の通り。

ＰＡ感知器の煙濃度又は、温度の現在値を表示する。

軽微な工事でのアナログ式感知器のデータ設定変更が画面上（タッチパネル）で修正操作可能

・感度切替機能（ブロック設定、個別設定及びスケジュール運行）

アナログ感知器の煙濃度又は、温度をグラフ表示する。

・データ変更機能

・音声による操作ガイダンス機能及び取扱説明機能（液晶の二次元コードからＨＰへリンク）

・確認マスクスケジュール機能（確認マスクの自動設定/解除が可能）

・スイッチ操作無効機能

・操作手順表示機能

・火災性状判断機能

・モニタリング機能

・履歴機能

・任意月間履歴表示（最小～最大／日）

ロ）　月間履歴表示（最小～最大／日）

イ）　過去１０分間、発報後５分間のアナログモニタグラフ表示

・最新１２，０００報（操作、注意表示又は火災）

＜ソフトウエア仕様＞

・イーサネット移報　－Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（防災表示装置接続用）

・アドレス数　　　　－２５５０アドレス（２５５アドレス×１０系統）

・光警報装置対応　　－地区音響と区別して、制御（一斉警報や種別連動停止）が可能

・連動停止機能　　　－種別・棟別・エリア別・個別単位で設定可能（最大５０個）

又ＳＣＩ中継器を伝送線上に複数接続することで、短絡検出時に通信不可エリアの局所化が可能

・端末伝送バックアップ機能 －伝送線をループ化し，断線しても未警戒を無くすことが可能

・連動遮断機能　　　－動作済みの中継器出力を停止可能

・プリンタ　　　　　－漢字プリンタ（内蔵タイプ）

　　メッセージ表示　バックライト付カラー液晶パネル（１５型）

　　表示色　　　　　１６１９万色

ガス漏れ代表　　　：無電圧　ｃ接点１点

火災代表　　　　　：無電圧　ｃ接点２点

発信機代表　　　　：無電圧　ａ接点１点

・操作　　　　　　　－バックライト付カラー液晶タッチパネル方式＋ハードスイッチ

　　防排煙・ガス漏れ・諸警報・他

　　表示内容　　　　火災（注意表示含む）

　　表示文字　　　　ＪＩＳ第１、２水準

・表示器

・種別　　　　　　　－ＧＲ型受信機（アナログ式、自動試験機能付）

・シリアル移報　　　－ＲＳ－４８５（Ｒ型表示盤用他）

・移報・移報

・入力　　　　　　　－Ｐ入力（無電圧　ａ接点）×１０点

・主音響　　　　　　－スピーカ（音声合声方式）

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　　　　Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

・主電源　　　　　　－ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

諸表示部　　　　１０回線

＜ハードウエア仕様＞

各種任意代表　　　：無電圧　ｃ接点１３点

各種任意　　　　　：無電圧　ａ接点３０点

・組込品

・中間移報ユニット　－（信号変換盤用）

・自立盤

・接点仕様　－　無電圧　ａ接点　ＤＣ３０Ｖ　１Ａ

・予備電源　－　ＤＣ２４Ｖ　Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

・主電源　　－　ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

ｄ）信号変換盤

・ＬＡＮ接続延長機器　　　光メディアコンバータ

光接続箱併設

・ＡＣ／ＤＣコンバータ－　光メディアコンバータ電源用

・ＡＣ／ＤＣコンバータ－　光メディアコンバータ電源用

光接続箱併設（結線は電気工事）

・ＬＡＮ接続延長機器　　　光メディアコンバータ

・ＣＰＵユニット

・モニタ接続台数　　　－　１台

・画面枚数　　　　　　－　最大５００枚

・Ｒ型入出力　　　　　－　最大４００，０００点／ＧＲ型受信機１台

・電源　　　　　　　　－　ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

・ＵＰＳ　　　　　　　－　７００ＶＡ（５分間）　自家発立上り迄

・附属機能 消防支援機能・記録機能・履歴機能・シミュレーション機能

出火・上下階立体イメージ表示機能・拡大ウィンドウ自動表示機能

音声警報機能・動画マニュアル機能

ネットワーク接続機能（防災表示装置６台、受信機標準４台　計３２／システム）

・表示色　　　　　　　－　最大１６７７万色

ＨＣＫａａＳ対応可（クラウド経由で火災情報をＳＭＳ、Ｅメール等で共有可能）

表示解像度：１２８０×１０２４ドット対応可

・表示解像度　　　　　－　１９２０×１０８０ドット（フルＨＤ）

・組込品

・操作方法　　　　－　マウス方式

・モニタ　　　　　　－　１９型ディスプレイ

・ＣＰＵユニット

・モニタ接続台数　　　－　１台

・画面枚数　　　　　　－　最大５００枚

・Ｒ型入出力　　　　　－　最大４００，０００点／ＧＲ型受信機１台

・電源　　　　　　　　－　ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

・ＵＰＳ　　　　　　　－　７００ＶＡ（５分間）　自家発立上り迄

・附属機能 消防支援機能・記録機能・履歴機能・シミュレーション機能

出火・上下階立体イメージ表示機能・拡大ウィンドウ自動表示機能

音声警報機能・動画マニュアル機能

ネットワーク接続機能（防災表示装置６台、受信機標準４台　計３２／システム）

・表示色　　　　　　　－　最大１６７７万色

ＨＣＫａａＳ対応可（クラウド経由で火災情報をＳＭＳ、Ｅメール等で共有可能）

表示解像度：１２８０×１０２４ドット対応可

・表示解像度　　　　　－　１９２０×１０８０ドット（フルＨＤ）

・操作方法　　　　－　マウス方式

・モニタ　　　　　　－　１９型ディスプレイ

　４）副防災表示盤の仕様は下記の通り。

定温式スポット型感知器

ｂ）防災表示盤

ｃ）非常電話制御盤

・主電源　　　　－　ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

・予備電源　　　－　ＤＣ２４Ｖ　６ＡＨ

・表示灯電源装置　－　１．５３Ａ

・移報接点　　　　－　１５点

・テンキー式（７セグ表示、同時３回線可能） １０２０回線

・履歴件数　　　－　３，０００件

・短縮ダイヤル機能

・着信件数、着信履歴表示

・非常電話用表示灯電源装置　－　３．５ＡＨ×　１台組込

２１６回線

　３）総合操作盤の表示内訳は下記の通り。

１１８ＡＤ連動用感知器

自火報（仮設予備）

ＳＰ放出

自動試験機能付感知器

予作動感知器

予作動圧力低下

予作動放出

ハロン警報

ハロン起動

ハロン放出

消火栓ポンプ始動

消火栓ポンプ故障

消火栓呼水槽減水

ＳＰポンプ始動

ＳＰポンプ故障

ＳＰ呼水槽減水

放水銃ポンプ始動

放水銃ポンプ故障

放水銃呼水槽減水

放水銃コンプレッサー故障

放水銃コンプレッサー始動

放水銃点検中

消火水槽満水・減水

消火用充水槽満水・減水

ダクト消火放出

ガス漏れ

ガス漏れ（仮設予備）

業務用遮断弁

防火扉・シャッター

防煙タレ壁

防煙ダンパー

排煙口

連動操作盤代表

排煙機起動

排煙機運転

誘導灯信号装置移報

ＥＳＣ制御盤移報

サブ変電所移報

直流電源装置電源断

合計

内  容 アドレス回  線 内  容 回  線

自火報

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

ａ）火災受信盤 ・諸表示部

予備

合計

内  容 回  線

諸表示盤移報用

放水銃システム制御盤移報用

空調チャンネルコントローラー移報用

中央監視盤移報用

誘導灯信号装置移報用

ＩＴＶ制御盤移報用

５０Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

２８Ｌ

１Ｌ

ｄ）信号変換盤

予備

合計 ２１６Ｌ

２６３Ｌ

３７Ｌ

４８Ｌ

１７０Ｌ

２３Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

６Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２０Ｌ

８Ｌ

４Ｌ

２８Ｌ

１２Ｌ

６０Ｌ

９１Ｌ

１Ｌ

１１Ｌ

１１Ｌ

１６Ｌ

１５Ｌ

１１Ｌ

９Ｌ

８７４Ｌ

２０ＡＤ

１２ＡＤ

１２ＡＤ

７７ＡＤ

１６ＡＤ

９ＡＤ

４３６ＡＤ

１０ＡＤ

１０ＡＤ

１ＡＤ

４ＡＤ

内  容 回  線

非常電話（西棟） ６Ｌ

ｃ）非常電話盤

非常電話（イベントホール）

非常電話（中央棟）

非常電話（国際会議場）

非常電話（展示ホール１）

非常電話（展示ホール２）

非常電話（展示ホール３）

非常電話（展示ホール４）

非常電話（展示ホール５）

非常電話（展示ホール６）

非常電話（展示ホール７）

非常電話（展示ホール８）

２５Ｌ

９Ｌ

２５Ｌ

１１Ｌ

７Ｌ

１１Ｌ

１０Ｌ

８Ｌ

１１Ｌ

９Ｌ

８Ｌ

ＳＰ＝スプリンクラー

１７０ＡＤ

４Ｌ

１０Ｌ

１０Ｌ

非常放送盤移報用 ７２Ｌ

６２Ｌ

　５）耐熱光ケーブルの仕様は下記（同等品以上）とする。

・メーカー　　　　－　冨士電線株式会社

・品種　　　　　　－　消防用耐熱型　光ファイバーケーブル

・品名　　　　　　－　ＥＭ－ＦＳＴＫ－ＳＭ－０２－ＬＡＰ－ＳＦ－ＨＦＡ

・種別　　　　　　－　ＳＭ（シングルモード）型　石英光ファイバー

・芯数　　　　　　－　２芯（双方向）

光ケーブルは消防用耐熱ＳＭケーブル、コネクタはシングルタイプＳＣコネクタとする。

　６）光メディアコンバータ間の亘長は最大４０ｋｍまでとする。

１種（防水型）

特　記　（１）

　１）本工事は自動火災報知設備更新工事に伴う設備工事とし、工事概要は下記の通り。

・９－１１ホール１階サブ管理センター既設防災監視盤（火災受信機、信号変換盤）を撤去し、

　防災監視盤（火災受信機、信号変換盤）を新設する。

・既設Ｒ型表示盤撤去し、Ｒ型表示盤を新設する。

・国際会議場１階総合管理センター新設防災表示装置からイベントホール１階控室１

・中継器盤内の中継器は更新する。尚、中継器盤筐体は既設再使用とする。

　発信機（フラット型表示灯付）、非常電話子機を更新する。

　尚、既存表示灯部分はブランクプレートにて塞ぐ事とする。（機器収容箱は既設）

・全棟及び屋外の既存自動火災報知設備機器の撤去・更新を行う。

・上記以外の機器及び配管配線は既設再使用とする。

・図中細点線は既設とし太線は本工事とする。

・国際会議場１階総合管理センター既設総合操作盤（火災受信機、防災表示盤、非常電話制御盤、

・国際会議場１階事務室既設副防災表示装置を撤去し、副防災表示装置を新設する。

　新設副防災表示盤間に光ケーブル（耐熱光ＳＭ－２Ｃ）を新規に敷設する。

・一般感知器を撤去し、ＰＡ感知器に更新する。

　尚、筐体は既設再使用とする。

　諸表示盤）を撤去し、総合操作盤（火災受信機、防災表示盤、非常電話制御盤、諸表示盤）を

　新設する。

・機器収容箱内の発信機、表示灯、非常電話子機を撤去し、

光電式スポット型感知器 埋込型

差動式スポット型感知器 ２種（防水型）

１種（防爆型）

・光電式スポット型２信号感知器の更新はＰＡ感知器（２種）とＰＡ感知器（３種）に分ける事とする。

・定温式スポット型感知器（防爆型）及び光電式分離型感知器は自動試験機能付に更新する。

発　信　機 Ｐ型１級　　　　　　　　　　　　　　屋外型　フラット型表示灯付

防排煙連動用　Ｐ型自動試験機能付感知器は終端設定専　用　終　端　器

専　用　終　端　器 Ｐ型自動試験機能付感知器は終端設定

特記参照

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

２種

２種

１種

側面又は裏面点検ＢＯＸ付

１・２種（受光部）

１・２種（送光部）

特記参照

特記参照

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

特記参照

特記参照

３種 Ｐ型自動試験機能付

特種（防水型）

特種 Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付
・非常電話用変換ユニット（ＲＳ－４８５）

・ＬＡＮ接続延長機器　－　スイッチングハブ

×３

×３

・Ｉ／Ｏユニット

・インターフェイス シリアル３ポート（受信機接続用）

シリアル１ポート（ＣＰＵユニット接続用）

・入出力　　　　　　　－　Ｐ型入力２０４８点・Ｐ型出力１１２点

・電源　　　　　　　　－　ＡＣ１００Ｖ

・組込品

３５点・防災動力操作部

＜総合操作盤と光で接続する相手機器は下記の通り＞

副防災表示盤（イベントホール1F）  

副防災表示盤（国際会議場1F）  

北ホール受信機 

・既設地図式表示盤を撤去し、副防災表示装置へ更新する。

・本工事に伴う接続費やデータ設定費は本工事に含むものとする。

・記載のないＳＦＤやシャッターの接続及び試験調整を見込むものとする。

高　所　作　業　車

仮　設　足　場（ｍ）

トラック架装リフト　バスケットブーム型　8～10mクラスを使用

(１－８Ｈ、国際会議場、中央棟、西レストラン棟)

感知器１台につき、W1.5×D1.5×H傍記による　を設置

感知器１台につき、W1.5×D1.5×H傍記による　を設置仮　設　足　場（ｍ）

(イベントホール)

トラック架装リフト　バスケットブーム型　35mクラスを１日間使用高　所　作　業　車
H:35.0

H:13.0
高　所　作　業　車 トラック架装リフト　バスケットブーム型　13～14mクラスを２日間使用

(１－８Ｈ：１２日間、国際会議場：６日間、中央棟：２日間)

本工事対象

－

－

－

－

－

設計業務名
工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　１－８Ｈ他　凡例・特記（１）

Ｅ２－００１

━自動火災報知設備　１－８Ｈ他　凡例・特記（１）１



特　記　（２）

総合操作盤から非常放送設備に対し、階別火災信号・竪穴区画火災信号及び火災確認信号を移報する。

１４）自火報知設備及びスプリンクラーの地区警報は非常放送設備（音声警報）によるものとし、

ＤＣ２４Ｖ）を供給し、同盤より確認信号（運転表示）を受ける。

１５）総合操作盤より排煙口開放確認時に排煙機制御盤へ起動信号（有電圧 ａ接点

設備盤名称 信号種別 台数

空調チャンネルコントローラー

中央監視盤

誘導灯信号装置 ３

１

１

１

１

４

火災一括信号

※但し現地にて無電圧、有電圧を確認すること。

経由

信号変換盤

中継器盤

信号変換盤

信号変換盤

放水銃システム制御盤 １ 信号変換盤

用途

火災一括信号放水銃起動用

空調機停止用 火災一括信号

排煙窓開放用

国際会議場用

点数

１

１

１

４

４

１

７

イベントホール用

展示ホール２，５，７用 階別火災信号

ＩＴＶ制御盤 国際会議場用 信号変換盤

ＥＳＣ制御盤

火災一括信号国際会議場用

展示ホール１～８用

２１

１３１

中継器盤

サブ変電所 火災一括信号

国際会議場用

中央棟用

イベントホール用

展示ホール１～８用

１１

１１

１１

８１

中継器盤

１６）総合操作盤より下記の設備盤へ移報（無電圧ａ接点）を行う。

空調機 自火報信号により停止（空調チャンネルコントローラー経由）

排煙機 排煙口開放確認時に起動

連動及び制御

防火扉,シャッター

防煙ダンパー

排煙口

設備名

連動感知器

自火報 専用感知器

復帰表示は作動表示灯の消灯による。

表　示

復帰

遠　隔

起動 作動 復帰

１７）連動関係表

防煙タレ壁

１８）記号省略する棟名は下記とする。

・１  …  展示ホール１

・２  …  展示ホール２

・３  …  展示ホール３

・４  …  展示ホール４

・５  …  展示ホール５

・６  …  展示ホール６

・７  …  展示ホール７

・８  …  展示ホール８

・Ｉ  …  西棟

・Ｊ  …  イベントホール

・Ｋ  …  中央棟

・無印…  国際会議場

<ＡＥ　０．９－　４Ｃ>×２ <ＡＥ　０．９－　４Ｃ>×２（１６）

ＡＥ　０．９－　４Ｃ（１６）

ＨＰ　１．２－　４Ｃ（１６）

ＨＰ　１．２－　２Ｃ（１６）

ＨＰ　１．２－　４Ｃ

ＨＰ　１．２－　２Ｃ
Ｈ

ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＡＥ　０．９－　２Ｃ

（１６）

ＡＥ　０．９－　２Ｃ（１６）

ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＡＥ　０．９－　２Ｃ

ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＡＥ　０．９－　２Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－　２Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－　３Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－　４Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＰ－Ｃ１．２－　２Ｃ（１６）

ＦＰ－Ｃ１．２－　４Ｃ（２２）

ＦＰ－Ｃ１．２－　３Ｃ（２２）

ＨＰ　１．２－　６Ｃ（２５）ＨＰ　１．２－　６Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ（２５）

ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ（２５）

ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ

ＨＰ　１．２－　３Ｃ（１９）

ＨＰ　１．２－　３Ｃ（１９）

ＨＰ　１．２－　３Ｃ（１９）

Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，Ｅ
Ｄ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ

ＨＰ　１．２－　３Ｃ

ＨＰ　１．２－　３Ｃ

ＨＰ　１．２－　３Ｃ

ＡＥ　１．２－　４Ｃ（１９）
ＡＥ　１．２－　４Ｃ

ＡＥ　１．２－　２Ｃ（１９）
ＡＥ　１．２－　２Ｃ

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

１９）特記なき配管配線は下記の通り。

・型式　　　　　　　　－光電アナログ式スポット型感知器

煙濃度５．２％／ｍ：注意表示

煙濃度１０％／ｍ：火災表示（２種相当）

煙濃度１７％／ｍ：防排煙設備連動（３種相当）

※５．２％／ｍ～１７％／ｍの範囲内で火災感度変更が可能

・自動試験機能付

・自動汚れ感度補正機能付

・イオン領域検出型

１１）　　　　の仕様は下記の通り。

・発報レベル

・自動試験機能付

・種別　　　　　　　　－１種７０℃

・型式　　　　　　　　－定温式スポット型感知器

１２）　　　の仕様は下記の通り。

・配管接続部分に専用耐圧防爆型ケーブルグランドを本工事で見込むこと　

　又、ケーブルグランドパッキンの適合ケーブル範囲（Φ）に合わせ配線は４Ｃとする。　

プルボックス寸法表

Ａ　　１５０×　１５０×　１００

Ｂ　　２００×　２００×　１００

Ｃ　　３００×　３００×　２００

Ｄ　　４００×　４００×　２００

Ｅ　　５００×　４００×　３００

Ｆ　　５００×　５００×　３００

Ｇ　　６００×　６００×　３００

Ｈ　　６００×　６００×　４００

Ｊ　　７００×　７００×　４００

Ｉ　　６００×　６００×　５００

Ｋ　　７００×　７００×　５００

Ｌ　　８００×　８００×　４００

Ｍ　　８００×　８００×　６００

Ｎ　１０００×１０００×　５００

Ｐ　１２００×１２００×　５００

１０）既設中継器盤は直流電源装置を収容(組込又は、併設）し、仕様は下記の通り。

中継器盤名称

防排煙用 ガス漏れ用 表示灯用

・予備電源　　－　ＤＣ２４Ｖ　１．６５ＡＨ Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

ａ）直流電源装置

・出力容量　　－　ＤＣ２４Ｖ　３Ａ

・主電源　　　－　ＡＣ１００Ｖ

ｂ）収容台数

直流電源装置

Ｒ－（Ａ）

Ｒ－（Ｂ）

Ｒ－（Ｃ）

Ｒ－（Ｄ）

Ｒ－（Ｅ）

Ｒ－（Ｆ）

Ｒ－（Ｇ）

Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）

Ｒ－（Ｍ）

Ｒ－（Ｎ）

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １

１ １

１ １

２ １ １

・型式　　　　　　　　－光電式分離型２信号感知器　　天井取付金具共

・種別　　　　　　　　－1種・2種

・自動試験機能付

・自動汚れ補正機能付

１３）　　　　　の仕様は下記の通り。

　９）表示盤仕様は下記の通り。

・主電源　　　　　　－ＡＣ１００Ｖ

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　０．４５ＡＨ

・表示・操作　　　　－４．３型カラー液晶（タッチパネル操作）

・警報　　　　　　　－音声警報

・回線　　　　　　　－受信機全表示又は一部表示（諸表示部除く）

・形状　　　　　　　－壁掛型

・通話　　　　　　　－総合操作盤からの呼出し機能付（送受話器にて通話） 

・最大接続数　　　　－３９台（レピータ機能実装）　

　７）総合操作盤、副防災表示盤及び、直流電源装置に係わる電源はすべて自家発電回路とする。

　８）中継器１個あたりの仕様は下記の通り。

・非常電話用中継子機　　　　　　：４回線／１台

・火報用中継器（自動試験機能付）：４回線／１アドレス

・移報用中継器（アダプタ４個込）：４回線／１アドレス

・防排煙用中継器（遠隔復帰付）　：２回線／１アドレス

・防排煙用中継器　　　　　　　　：４回線／１アドレス

・監視用中継器　　　　　　　　　：４回線／１アドレス

・ガス漏れ用中継器　　　　　　　：４回線／１アドレス

・自動試験機能付感知器　　　　　：１回線／１アドレス

・火報用中継器　　　　　　　　　：４回線／１アドレス

信号変換盤 非常電話盤 防災表示盤火災受信盤

総　合　操　作　盤

参 考 姿 図

副防災表示盤

副 防 災 表 示 盤

更新後

更新後

国際会議場　総合管理センター

国際会議場　事務室

設計業務名
工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　１－８Ｈ他　特記（２）・参考姿図

Ｅ２－００２

自動火災報知設備　１－８Ｈ他　特記（２）・参考姿図 ━１



特　記

更新既設

※２

※１：中継器盤内の中継器のみ更新

※２：収容機器の発信機・表示灯のみ更新

※１

記　　号

凡　例

名 称 記 事

放水

ＳＰ

ＮＯ

ＲＳ

Ｇ

ＳＳ

ＦＤ

Ｒ Ｈ

ＲＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＡＭＰ

ＲＳ

収容露出型機　器　収　容　箱

スプリンクラーポンプ制御盤

収容
機　器　収　容　箱

放 水 銃 ポ ン プ 制 御 盤

スプリンクラーアラーム弁

移動式粉末消火設備

防水型

収容

建築工事

建築工事

衛生工事

衛生工事

定温式スポット型感知器

型副表示表　示　盤
Ｒ

警　戒　区　域　番　号

ヶ用５
ガ ス 漏 れ 中 継 器 複数接続

シ ャ ッ ﾀ ー 制 御 盤

総　合　パ　ネ　ル　 （筐体別途） 収容

排　煙　窓　制　御　盤

衛生工事

衛生工事

機　器　収　容　箱 消火栓箱組込型 収容

埋込型

自立

スガ 漏 れ 検 知 器 天井型　検知区域警報装置内蔵 ＤＣ２４Ｖ

防煙ダンパー閉鎖用モーター式 ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下
自　動　閉　鎖　装　置

空調工事

ＡＣ２００Ｖ／２４Ｖ　７０ＶＡ
消 火 栓 始 動 装 置

消火栓ポンプ制御盤組込表示灯点滅装置

専　用　終　端　器

端子付中　継　器　盤

防　災　監　視　盤 特記参照

非常放送工事非 常 放 送 用 ア ン プ

警 戒 区 域 境 界 線

光電式スポット型感知器

光電式スポット型感知器 埋込型

２種
光電式スポット型感知器

特記参照
光電式スポット型感知器

天井配線

配　管　配　線

配　管　配　線

床配線

ジョイントボックス

配　管　配　線 立上り、引下げ、素通し

端　子　盤

プルボックス

側面点検　ＢＯＸ付　２種

発　信　機
Ｐ型１級

Ｐ型自動試験機能付

※２

※２

※３

※３：総合パネル内の表示盤・中継器のみ更新

　１）本工事は自動火災報知設備更新工事に伴う設備工事とし、工事概要は下記の通り。

・国際会議場１階総合管理センター新設防災表示装置から９ホール１階サブ管理センター

　新設ＲＰ変換盤間に光ケーブル（耐熱光ＳＭ－２Ｃ）を新規に敷設する。

ａ）火災受信盤

　２）防災監視盤の仕様は下記の通り。

ＰＡ感知器の煙濃度又は、温度の現在値を表示する。

軽微な工事でのアナログ式感知器のデータ設定変更が画面上（タッチパネル）で修正操作可能

・感度切替機能（ブロック設定、個別設定及びスケジュール運行）

アナログ感知器の煙濃度又は、温度をグラフ表示する。

・データ変更機能

・音声による操作ガイダンス機能及び取扱説明機能（液晶の二次元コードからＨＰへリンク）

・確認マスクスケジュール機能（確認マスクの自動設定/解除が可能）

・スイッチ操作無効機能

・操作手順表示機能

・火災性状判断機能

・モニタリング機能

・履歴機能

・任意月間履歴表示（最小～最大／日）

ロ）　月間履歴表示（最小～最大／日）

イ）　過去１０分間、発報後５分間のアナログモニタグラフ表示

・最新１２，０００報（操作、注意表示又は火災）

＜ソフトウエア仕様＞

・イーサネット移報　－Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（防災表示装置接続用）

・アドレス数　　　　－２０４０アドレス（２５５アドレス×８系統）

・光警報装置対応　　－地区音響と区別して、制御（一斉警報や種別連動停止）が可能

・連動停止機能　　　－種別・棟別・エリア別・個別単位で設定可能（最大５０個）

又ＳＣＩ中継器を伝送線上に複数接続することで、短絡検出時に通信不可エリアの局所化が可能

・端末伝送バックアップ機能 －伝送線をループ化し，断線しても未警戒を無くすことが可能

・連動遮断機能　　　－動作済みの中継器出力を停止可能

・プリンタ　　　　　－漢字プリンタ（内蔵タイプ）

　　メッセージ表示　バックライト付カラー液晶パネル（１５型）

　　表示色　　　　　１６１９万色

ガス漏れ代表　　　：無電圧　ｃ接点１点

火災代表　　　　　：無電圧　ｃ接点２点

発信機代表　　　　：無電圧　ａ接点１点

・操作　　　　　　　－バックライト付カラー液晶タッチパネル方式＋ハードスイッチ

　　防排煙・ガス漏れ・諸警報・他

　　表示内容　　　　火災（注意表示含む）

　　表示文字　　　　ＪＩＳ第１、２水準

・表示器

・種別　　　　　　　－ＧＲ型受信機（アナログ式、自動試験機能付）

・シリアル移報　　　－ＲＳ－４８５（Ｒ型表示盤用他）

・移報・移報

・入力　　　　　　　－Ｐ入力（無電圧　ａ接点）×１０点

・主音響　　　　　　－スピーカ（音声合声方式）

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　　　　Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

・主電源　　　　　　－ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

諸表示部　　　　１０回線

＜ハードウエア仕様＞

各種任意代表　　　：無電圧　ｃ接点１３点

各種任意　　　　　：無電圧　ａ接点３０点

・各種遠隔スイッチ　　　　　－１０点

・組込品

・中間移報ユニット　－（信号変換盤用）

・自立盤

・接点仕様　－　無電圧　ａ接点　ＤＣ３０Ｖ　１Ａ

・予備電源　－　ＤＣ２４Ｖ　Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

・主電源　　－　ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

ｂ）信号変換盤

・ＡＣ／ＤＣコンバータ－　光メディアコンバータ電源用

・ＬＡＮ接続延長機器

光接続箱併設

光メディアコンバータ

　５）表示盤仕様は下記の通り。

・主電源　　　　　　－ＡＣ１００Ｖ

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　０．４５ＡＨ

・表示・操作　　　　－４．３型カラー液晶（タッチパネル操作）

・警報　　　　　　　－音声警報

・回線　　　　　　　－受信機全表示又は一部表示（諸表示部除く）

・形状　　　　　　　－壁掛型

・通話　　　　　　　－防災監視盤からの呼出し機能付（送受話器にて通話） 

・最大接続数　　　　－３９台（レピータ機能実装）　

・型式　　　　　　　　－光電アナログ式スポット型感知器

煙濃度５．２％／ｍ：注意表示

煙濃度１０％／ｍ：火災表示（２種相当）

煙濃度１７％／ｍ：防排煙設備連動（３種相当）

※５．２％／ｍ～１７％／ｍの範囲内で火災感度変更が可能

・自動試験機能付

・自動汚れ感度補正機能付

・イオン領域検出型

　６）　　　　　　の仕様は下記の通り。

・発報レベル

・発報レベル

・自動試験機能付

　７）　　　の仕様は下記の通り。

・型式　　　　　　　　－熱アナログ式スポット型感知器

５５℃：注意表示

６５℃：火災表示（特種相当）

※４５℃～８５℃の範囲内で感度変更が可能

・緊急ガス遮断弁起動操作器　－２局用

４８ 回線

・中継器組込　－　火災用：１，監視用：５

放水銃警報

排煙窓制御盤
Ｌ

１８ＡＤ
防煙ダンパー

Ｌ

計合

１

１

Ｌ

Ｌ

１

ＳＰ放出

Ｌ
計

予

ｃ）信号変換盤

６

誘導灯信号装置移報用
Ｌ

１

備

エレベーター停止

既設グラパネ表示用
Ｌ

Ｌ

Ｌ

回今

１

４ＡＤ

６

Ｌ

合

６

ガス漏れ

Ｌ

Ｌ
非常放送移報用

２６

ファン停止

Ｌ

１１

諸表示部移報用

４９

シャッター制御盤

１

６ＡＤ

Ｌ

Ｌ３

１７ Ｌ

走査型検出器火災

消火栓ポンプ始動

ｂ）諸表示部

Ｌ

Ｌ

消火栓ポンプ故障

自火報 （ブース用）

Ｌ

放水銃ポンプ始動

１

Ｌ

１ Ｌ

１

ＳＰポンプ故障

１

Ｌ１

消火栓ポンプ始動

放水銃ポンプ故障

１

Ｌ

放水銃ポンプ故障

消火栓ポンプ故障

Ｌ

放水銃ポンプ始動

Ｌ

２

１ Ｌ

１

Ｌ

自動試験機能付感知器
Ｌ

Ｌ
発信機

ＳＰ＝スプリンクラー

Ｌ５６

ａ）受信機

ＳＰポンプ始動

２０ Ｌ
計

Ｌ６４８

合

Ｌ１４
備

６ＡＤ

４５

予

６

５ＡＤ

５３２ＡＤ

２７ＡＤ

２

４６５ ４６５ＡＤ

６

３１

　３）防災監視盤の表示内訳は下記の通り。

　４）中継器１個あたりの仕様は下記の通り。

・火報用中継器（自動試験機能付）：４回線／１アドレス

・防排煙用中継器（遠隔復帰付）　：２回線／１アドレス

・防排煙用中継器　　　　　　　　：４回線／１アドレス

・監視用中継器　　　　　　　　　：４回線／１アドレス

・ガス漏れ用中継器　　　　　　　：４回線／１アドレス

・自動試験機能付感知器　　　　　：１回線／１アドレス

・火報用中継器　　　　　　　　　：４回線／１アドレス

　８）非常放送への連動は火災代表及びＳＰ放出代表とする。

・シャッター制御盤

・排煙窓制御盤

無電圧ａ接点

１０Ｈ火災代表

　９Ｈ火災代表

１１Ｈ火災代表

会議棟１階火災代表

会議棟２階火災代表

エスプラナード火災代表

無電圧ａ接点

無電圧ａ接点

無電圧ａ接点

無電圧ａ接点

無電圧ａ接点

無電圧ａ接点

　９）防災監視盤は誘導灯信号装置へ一括火災信号（無電圧ｂ接点）を移報する。

１０）今回棟防災監視盤より総合管理センターに防災情報を送信し総合管理センター内

　　　ＣＲＴ装置に表示を行うものとする。

１１）防災監視盤は同室に設置の放水銃システム監視制御盤より、下記の表示を行うものとする。

・走査型検出器火災

・放水銃警報

　３Ｌ

１７Ｌ

１２）防災監視盤より、シャッター制御盤、排煙窓制御盤へ火災信号移報を行う。

１３）防災監視盤より自火報発報確認時に空調機制御盤へ停止信号（火災一括・ピット階ガス漏れ信号　無電圧ａ接点）

Ｒ階東空調機械室

ピット階 下端　Ｈ＝１２００

下端　Ｈ＝　３００

　　　１点を供給する。

１４）共同溝（洞道）内の警戒区域は既設展示ホール（３）の中継器盤に収容する。

１５）端子盤取付高さは、下記による。

（ＶＥ２２）

Ｇ

１．２

Ｓ

ＨＰ　　１．２－　２Ｃ　（ＰＦ１６）

ＡＥ　　１．２－　４Ｃ　（ＰＦ１６）

ＡＥ　　１．２－　４Ｃ　（ＰＦ１６）

ＦＤ

Ｋ

ＳＳ

ＨＰ　　１．２－　３Ｐ　（ＰＦ２２）

＜Ｂ１Ｆのみ＞ＨＰ　　１．２－　２Ｃ　（ＶＥ１６）

ＨＰ　　１．２－　３Ｃ　（ＰＦ１６）

１．２

ＡＥ　　１．２－　２Ｃ

ＡＥ　　１．２－　４Ｃ

ＨＰ　　１．２－　３Ｐ　（ＰＦ２２）

Ｓ

ＡＥ　　１．２－　４Ｃ　（ＶＥ１６）

ＨＰ　　１．２－　２Ｃ　（ＰＦ１６）
Ｓ

Ｓ ＨＰ　　１．２－　２Ｃ　（ＰＦ１６）

ＨＰ　　１．２－　２Ｃ　（ＰＦ１６）

ＨＰ　　１．２－　３Ｃ　（ＰＦ１６）

１６）特記なき配管配線は下記の通りとする。

Ｉ

Ｍ 　ＨＰ　１．２－１５Ｐ　（ＰＦ２８）

Ｃ

　ＨＰ　１．２－２０Ｐ　（ラック）

　ＨＰ　１．２－１０Ｐ　（ＶＥ２８）

ｃ

ａ 　ＨＰ　１．２－　５Ｐ　（ＶＥ２２）

Ｈ

　ＨＰ　１．２－１５Ｐ　（ラック）

　ＨＰ　１．２－　３Ｃ　（ＰＦ１６）

　ＨＰ　１．２－　４Ｃ　（ＰＦ１６）

　ＨＰ　１．２－　３Ｐ　（ＰＦ２２）

　ＨＰ　１．２－　５Ｐ　（ＰＦ２２）

　ＨＰ　１．２－１０Ｐ　（ＰＦ２８）

　ＨＰ　１．２－　７Ｐ　（ＰＦ２８）

＜ＨＰ　１．２－　３Ｐ　（ＰＦ２２）＞×２

　ＨＰ　１．２－　２Ｃ　（ＰＦ１６）

　ＨＰ　１．２－　４Ｃ　（ＰＦ１６）

　ＡＥ　０．９－　４Ｃ　（ＰＦ１６）

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｊ

Ｋ

Ａ

Ｂ

Ｌ

　ＨＰ　１．２－２０Ｐ　（ＶＥ２８）

＜ＨＰ－Ｓ　１．２－３Ｐ（ＶＥ２２）＞×２ｄ

　ＨＰ　１．２－　５Ｐ　（ラック）ｅ

　ＨＰ　１．２－１０Ｐ　（ラック）ｆ

　ＨＰ　１．２－　４Ｃ　（ラック）

　ＨＰ　１．２－　２Ｃ　（ラック）ｈ

＜ＨＰ－Ｓ　１．２－３Ｐ＞×２　（ラック）ｉ

ｊ

ｋ

　ＨＰ　１．２－　７Ｐ　（ラック）ｌ

ｇ

ｂ

　ＨＰ　１．２－　３Ｐ　（ラック）

ａ

ｂ

ｃ

１００　×１００（塗装）

２００　×２００（塗装）

３００　×３００（塗装）

プルボックス

プルボックス

プルボックス

ＳＰポンプ始動

ＳＰポンプ故障
特記参照

特記参照

特記参照

・諸表示部　　　　　　　　　－１０回線

・直流電源装置（ガス漏れ用）－ＤＣ２４Ｖ，３Ａ（２Ａ＋１Ａ）出力

Ｐ型自動試験機能付感知器は終端設定

ＤＣ３０Ｖ　２Ａ連　動　中　継　器

１ＡＤ
防火シャッター

Ｌ１

仮　設　足　場（ｍ）

高　所　作　業　車

感知器１台につき、W1.5×D1.5×H傍記による　を設置

トラック架装リフト　バスケットブーム型　8～10mクラスを６日間使用

本工事対象

－

－

設計業務名
工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計

令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

自動火災報知設備　９－１１Ｈ　凡例・特記

Ｅ２－００３

Ａ３：━

Ａ１：━

━自動火災報知設備　９－１１Ｈ　凡例・特記１



番号
回線数

アドレス数

中 継 器 盤 点 数 表

系統 種類

機器

中継器盤

名称
分離

光電ハロン

防排煙

排煙機

運転起動

排煙口

(復帰付)(復帰付)

ダンパー

垂れ壁

防煙防火戸

シャッター

ＨＬ

ガス漏れ消火

遮断弁

業務用検知器

消火

ダクトポンプ

表示弁

予作動ＳＰ仮設

感知器

連動用感知器 誘導灯

信号装置

ＥＳＣ

制御盤

サブ

変電所

設備盤移報

棟名
電源装置

電源断 レス

小計

アド

レス

合計

アド

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数

アドレス数

回線数合計

アドレス数合計

間仕切用

（予備）

仮設

間仕切用

（予備）

中継器盤

アドレス

合計
ＦＳＢ

Ｒ－（Ａ）

Ｒ－（Ｂ）

Ｒ－（Ｃ）

Ｒ－（Ｄ）

Ｒ－（Ｅ）

Ｒ－（Ｆ）

Ｒ－（Ｇ）

Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）

Ｒ－（Ｍ）

Ｒ－（Ｎ）

国　

際　

会　

議　

場

中
央
棟

西　

棟

ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト

展　

示　

ホ　

ー　

ル

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１６

１１６

１１

１１１９

６

６

６

６

６

６

６

１１１８

１１１４

１１１５

１１１５

１１１５

２

１

１

１

１

１２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

７

２

１６

４

７

１４４６

１９

３３

６

１５

２６３ １０２３７ ４８ ２３ ６ １０ １６ ４ ２０ ４８ ２８ １２ ６０ ９１ １１ １１ １６ １５ １１ ９

２６６ ４３６ ４３６

６７

２

６

２

３

３

１

５ １ ２

３

５ １４ １

１

１

２３

２

２

１

２

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

９ ３ １０ １６ １ １

８ ３ ３ ２４

６ １ １ ３６

２

２ ５ ６ ７ ２ ２

５ １ １ １

５

５

５

５

５

５

５

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

１ １ １

連動操作盤

代表

１

１

１ １ １

１ １

４ １ １

１

２ １ １

４ ２ １

２ １ １

４ ２ １ １

２ １

１ １ １

４ １ １

１ １ １

５

３

７

３

２

２

４

７

６

３

７

７

２

９

１

自火報（防排煙連動用感知器含む）

９１６１０１０１

１

７７１２４１２２０１１８

３ １ １

３ １ １

３ １ １

３ １ １

３ １ １

３ １ １

３ １ １

３ １ １

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

３

２

２

１

１

７

１９

１４

１３ １ １

１ １

１

１

１

１

１

１

１

１

１

６７

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

１

１

１

１

１

２

３

６

１

１

２６

３

１３

６

１４

４

６

６

６

５

６

７

６

７

２６

２４

３９

１８

３１

１０

１４

１５

１５

１５

１４

１６

１４

１５

３１

２７

４６

２１

４７

１３

２９

３３

３２

２９

３２

３４

２７

３５

５

３

７

３

２

２

４

７

６

３

７

７

２

９ ３５

６１

６１

３２

６２

２１

４７

１３

４６

５８

合　計

中継器盤寸法表

Ｒ－（Ａ）

名称

中継器盤
収容中継器数

アドレス付

１５

中継器

中継器盤

（Ｈ×Ｗ×Ｄ）

寸法

１４

１６

１４

１５

１５

１５

１４

１０

３１

１８

３９

２４

２６

Ｒ－（Ｂ）

Ｒ－（Ｃ）

Ｒ－（Ｄ）

Ｒ－（Ｅ）

Ｒ－（Ｆ）

Ｒ－（Ｇ）

Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）

Ｒ－（Ｍ）

Ｒ－（Ｎ）

自火報

自動試験機能付

（煙）

アナログ

（防爆）

定温

１

１

１１０２

電話

非常

１４０

４

５

１６

２５

６

９

１１

８

１０

１１

７

１１

４０

１

２

４

７

２

３

３

２

３

３

２

３

８

２

９

３

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１４

１

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

━自動火災報知設備　１－８Ｈ他　点数表１

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　１－８Ｈ他　点数表

Ｅ２－００４



※　主催者控室設置の中継器盤は電気総合パネル組込のため筐体なしとする。

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

━自動火災報知設備　９－１１Ｈ　点数表・参考姿図１

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　９－１１Ｈ　点数表・参考姿図

Ｅ２－００５



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備　１－８Ｈ　系統図 ━

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　１－８Ｈ　系統図

Ｅ２－００６

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｂ１Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

防排煙制御システム表

防煙ダンパー

３Ｆ

１Ｆ
１

１～３

２

２

４～８１Ｆ
２

４～８

１

１Ｆ

３Ｆ

１～３

４

３

２

２Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ １

２Ｆ １

３Ｆ １

２Ｆ １

４

３

２

防煙ダンパー

１ホール ２ホール

１ ２

◎

◎

◎

◎

◎

３

２Ｆ

４

１
２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

２

２Ｆ

１
１Ｆ

３Ｆ

１

２

１～４

１～４

２

３ホール

防煙ダンパー

３

◎

◎

４ホール

３

４

２Ｆ １

２

３Ｆ １

防煙ダンパー

４

◎

◎

◎

◎

◎

５ホール

２Ｆ

３Ｆ

防煙ダンパー

５

◎

◎

△

◎

◎

６ホール

２Ｆ

３Ｆ

防煙ダンパー

６

◎

◎

◎

◎

◎

７ホール

２Ｆ

３Ｆ

防煙ダンパー

７

◎

◎

◎

◎

◎

８ホール

２Ｆ

３Ｆ

防煙ダンパー

８

◎

◎

◎

◎

◎

注）◎印は１棟に準ずる。

　　△印は３棟に準ずる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

３

４

１

２

１

３

４

１

２

１

３

４

１

２

１

３

４

１

２

１

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

自火報

ＮＯ

Ｊ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｇ

Ｆ

Ｉ

Ｈ

１）記号にて示すケーブル線は下記とする。

Ｅ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

〈ＦＰ－Ｃ２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ１．２－１５Ｐ・ＡＥ１．２－５Ｐ

　ＨＰ１．２－１０Ｐ

　ＨＰ１．２－１０Ｐ・ＡＥ０．９－４Ｃ（２８）

　ＦＰ－Ｃ１．２－４Ｃ（２５）

　ＨＰ１．２－１５Ｐ（２８）

　ＡＥ０．９－２０Ｐ（３９）・ＦＰ－Ｃ１．２－３０Ｃ（５１）

　ＨＰ１．６－１０Ｐ（５１）

　ＨＰ１．２－１５Ｐ（３６）・ＡＥ１．２－５Ｐ（２８）

〈ＣＰＥＶ－Ｓ０．９－５Ｐ〉×２

　ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

　ＡＥ０．９－２０Ｐ（３９）・ＦＰ－Ｃ１．２－２０Ｃ（５１）

ロ Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，Ｅ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ

１ １

×２ １

１

１１

１

１

１

１
×２

１

１

１

１

１

１

１

Ｃ１Ｓ－１０２

１

Ｃ１Ｓ－Ｂ０１

１１１

１ １ １ １

１

１ １

１ １ １

１

１

１

２Ｆ

１１

１ １

１Ｆ

１

１

１

１

１ １ ２ ２

２Ｆ

Ｃ２Ｓ－Ｂ０１

２

Ｃ２Ｓ－１０２

２

２ ３

２

２

２ ２

２

２

２ ２

２ ２２

２

２ ２

２

２ ２

２

２

２ ２ ２

２Ｆ
２

１Ｆ

２ ２２

２Ｆ

１ １

×２

２

×２

３

×２

３

３

３

２Ｆ
３

３ ３ ３

３

１Ｆ

３３

２

×２

３

３ ３

１

３３

２Ｆ

３

３

３

３

３

３
２Ｆ

３

３

３

Ｃ３Ｓ－Ｂ０１

３

３ ３

３

３

３

３

３

３

３

３ ３

３

３

３

Ｃ３Ｓ－１０２

３

３

３

４

Ｃ４Ｓ－１０１

４

４

４４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

Ｃ４Ｓ－Ｂ０１

４

４

４

４

２Ｆ

４ ４

４

４

４

４

４

４

４

４

×２

４

４

４ ４

４

４ ４

１Ｆ

４

２Ｆ
４

４ ４ ４

４４

４

５

Ｃ６Ｓ－Ｂ０１Ｃ５Ｓ－Ｂ０１

５ ６ ６

５

５

５

５

×２
５

５

５

５

５

５

５

５ ５

５

Ｃ５Ｓ－１０２

５ ５

Ｃ６Ｓ－１０２

６６

６

６

５ ５ ６ ６

Ｃ７Ｓ－Ｂ０１

６ ７

６

６

６

６

６

６ ６

×２

６

６

６

６

７

×２

×２ ７

７

７

７

７

７７

７

７

Ｃ８Ｓ－Ｂ０１

８ ８

Ｃ８Ｓ－１０２Ｃ７Ｓ－１０２

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８ ８

８

８

×２

８

８

８

８ ８

８

８

５

５
２Ｆ

５

５ ５

１Ｆ

５

５

５

５ ５

２Ｆ

５

５

５ ５ ６ ６

２Ｆ

６

６

６

６ ６

６

１Ｆ

６

２Ｆ
６

６ ６ ６

７

２Ｆ
７

７７

１Ｆ

７ ７ ７

７

２Ｆ

７

７

７

７

８

２Ｆ
８８

８８

１Ｆ

８

８

８

８

２Ｆ
８

８ ８

５

６ ６

６ ６

６

６

６

６

６ ７

７

７

７

７

７

７

８ ８

８

８

８

８

８

８

×２

１Ｈ ３Ｈ２Ｈ ４Ｈ

５Ｈ ６Ｈ ７Ｈ ８Ｈ

３

１ １

４

６

４

Ｄ

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ

Ｒ－（Ａ）
Ｃ

Ａ×２
Ａ×２

Ａ Ａ×２

Ｄ

Ｆ

至、共用部西側棟へ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×４

〈ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ〉×２

ロ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ

　ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ
ロ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２
ロ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ　３．５－　４Ｃ〉×２
ロ

ケーブルラック

Ａ Ａ Ａ ＡＧ

Ｇ

Ｊ

Ａ

Ａ

Ｈ

Ｆ 〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２

　ＨＰ　　１．６－１０Ｐ

ロ

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

Ｉ Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ｊ

Ａ

Ｇ

Ｇ

Ｒ－（Ｂ）

Ｃ

Ｒ－（Ｃ）

Ｃ

Ａ×２
Ａ

Ｇ

Ｊ

Ｇ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ×２

Ｆ

Ａ

Ａ Ａ

Ｄ
Ａ

Ａ
Ａ×２

Ａ

Ａ×２

Ａ

Ａ Ａ

Ｄ

Ａ

Ｆ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｒ－（Ｄ）

Ｃ

Ａ

Ｇ

Ｇ

×２

Ｄ

Ｊ

Ａ×２

Ａ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ〉

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×６

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×２
ロ

　ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ
ロ

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ

Ａ

　ＨＰ１．２－　５Ｐ

　ＨＰ１．２－１５Ｐ

　ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×２

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×８

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×３
ロ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２
ロ

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×３

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×１０

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×４

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

ロ

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ
ロ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

Ｃ
Ｒ－（Ｅ）

Ｃ

Ｇ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×１２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×５
ロ

Ｆ Ｆ

Ａ
Ａ×２

Ａ Ａ

Ａ

Ｄ

Ａ Ａ×２ Ａ

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ

ロ

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×７

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×２０

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×６
ロ

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ
Ｆ

Ｒ－（Ｆ）

Ｒ－（Ｇ）

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ
ロ

Ｃ

Ａ

Ａ

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ
ロ

Ｃ

Ｇ

Ａ×２ Ａ

Ａ

〈ＨＰ　　　１．６－１５Ｐ〉×８

〈ＦＰ－Ｓ　３．５－　４Ｃ〉×２２

〈ＦＰ　　　１．２－　４Ｃ〉×７

〈ＨＰ　　　１．６－１０Ｐ〉×２

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ
ロ

ロ

Ｆ

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２
ロ

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×８

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×２４

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×９

ロ

Ａ×２

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ×２

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ×２

Ｇ Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ｊ

Ｇ

Ｊ

Ｇ Ａ Ａ

Ｒ－（Ｈ）

Ｇ

Ｇ

Ｊ

★

Ｊ

★

至、多目的ホール及び共用部中央棟へ

Ｄ

ＡＡ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

至、国際会議場内受信機

Ｄ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×４
〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×２

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×６
ロ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐロ

〈ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ〉×２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ　　　　　２．０－２０Ｃ〉×４

〈ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ〉×２

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×２

　ＨＰ　　１．６－１５Ｐ

　ＦＰ　　１．２－　４Ｃ
ロ

〈ＦＰ２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ１．６－１０Ｐ

　ＨＰ１．２－１０Ｐ

ロ

〈ＦＰ　　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ

ロ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×１８

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×６

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ　　　　　１．２－　４Ｃ〉×５
ロ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

　ＨＰ　　　１．６－３０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２
ロ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

Ｄ

Ａ×２

Ａ

〈ＨＰ　　１．６－１５Ｐ〉×３

〈ＦＰ　　１．２－　４Ｃ〉×４

〈ＨＰ　　１．６－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ－Ｓ３．５－　４Ｃ〉×１０
ロ

Ａ×２
Ａ

Ｑ Ｑ×２ Ｑ×２ Ｑ×２

Ｑ×２ Ｑ×２ Ｑ×２ Ｑ×２

Ｐ

Ｑ

Ｐ

Ｑ

Ｐ×２

Ｑ

Ｐ×３

Ｑ

Ｐ×３

Ｑ

Ｐ×４

Ｑ

Ｐ×４

Ｑ

Ｐ×４

Ｐ×２

Ｑ×２

Ｑ

Ｐ×６

Ｑ

Ｐ×７

Ｑ

Ｐ×８

Ｐ×８

至、国際会議場内総合操作盤へ

Ｒ－（Ａ） Ｒ－（Ｂ） Ｒ－（Ｃ） Ｒ－（Ｄ） Ｒ－（Ｅ） Ｒ－（Ｆ） Ｒ－（Ｇ） Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）～（Ｎ）

Ｑ

１ ２

１

１

１ ２

１

階段

２

３

２

階段

５

３

９

４

１０

４

階段

３

階段

１

１４３

１

１

ＥＬＶ

４

５

階段

６

階段
５

４

１

１

３ ４

４ ８

１

７

階段

２
８

階段
１ ２

１

１

２ １

３

９

４ ５

４

１０

１ ２

１ ２

１

階段

３

３

１ ２

２

階段

１

４３ ４

１４ ８２ ３

１ １

２

１

１

３

１

４ ４

４１ ８

１

１

階段
３

２

６

階段
１ ２

２

１

ＳＰ

１
４

１

ＥＬＶ

５

１１ １２

６

２

ＳＰ

２

階段

９

３

４

階段

５
５

階段
６

４

３

階段

１０
１

２

７ ６

１２ １

５

階段
４

３

階段

３

９

１

１０

４

階段

４

３

５

６

階段

７

階段

１
２１

２

３

１１

５ １

１

１

階段

１

ＳＰ

１

２

階段

３２

２

４

１

３ ４

１４ ８

２１

４

２

１

８

１

１ ３１２

４

９

３

３

２

１

１

１

階段

２

１

１０

４

１ １ ９

４

１０

５ ４ ５

２ ０１

５

２

１

２

階段
３

２ １

３

３

３１
１

階段

１

１

２

２
１

ＳＰ

１３ １

１

１０９

３

階段
１

５

４

階段

４

５

階段

２ ３９ １０ １

２

階段

１

階段

３

階段

５４ ３

１

１

４

１

２
４３

２

階段

１

８４ ２

３

階段
１ ２

６

階段

２
４

１

３ ４

１４ ８

３

１

４ ４

４１ ８
２

３２

７

階段
２１ ２

３ ４

４

１

４

１

１

ＳＰ

３

４

階段

５

階段

３

階段

６

１

ＳＰ

１

１ ０２

２

階段

１

６

階段

１

１

１１

１
４

階段

１

ＥＬＶ

３

１１ １２

１ ２ ３ ４

１ ２

１ ２

１

１ ２ ３

１

１

ＳＰ

１
２

３

１ ２

１ ２

１

階段

１ ２３ ４

１

３ ４

１ ２ ３

１ ２

３ ４ １ ２

２１３

１

１

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事 Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　９－１１Ｈ　系統図

Ｅ２－００７

━自動火災報知設備　９－１１Ｈ　系統図１



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ｅ２－００８
Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　イベントホール　系統図

━自動火災報知設備　イベントホール　系統図１

Ｂ１Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

小屋ウラ

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

１ ２

１

３

１ ２

３１

１

３

４１

キュービクル ４

５

５

８

６

１０

７

１１

８

１３

９

１４

２

２

７６ ９

４

９

９

３

１２

Ｂ１Ｆ
１

ＳＰ

２

ＳＰ

８

８

７

７

５

４

４

３

放水

１

１

２１
・

３ ６
・

１

ＳＰ

５

３

ＳＰ

４

ＳＰ

６

２

６

１ ・

２・

・３ ４ ４

１

９ １０１１１２

４２１ ３

５３２ ４

１６

８６５

１３

９８６ ７

１５１４

クラスタ

照明

１

階段

４ ３

１０

Ｂ１Ｆ

１

Ｂ１Ｆ

Ｂ１Ｆ

１

１ １ ５４ ・

７ Ｆ

２ ３

１

２

ＳＰ

４ ５
床

１

２Ｆ

３

２Ｆ ２Ｆ２Ｆ

４

Ａ
Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

ＡＡＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ＣＣ

ＣＣ

ＣＣＣ
ＣＣ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ＤＤ Ｆ

Ｆ

ＡＳ－１０２

（　注　記　）

１　（１６）（２２）（２８）はＣＤ管とする。

２　天井いんぺい配管部分はＰＦ管とする。

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
・
Ｔ
Ｆ

Ｔ

２

１

２

１５
２

階段

２

１

３

７

１５１４

１３１２１０１１

１０

Ｒ－（Ｊ）

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×４

〈ＦＰ　　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ

ロ

ロ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

〈ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＡＥ０．９－　４Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＦＰ１．２－　６Ｃ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－　２Ｃ（１６）ＨＰ１．２－　２Ｃ

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＡＥ０．９－１０Ｐ（３１）

ＡＥ０．９－３０Ｐ

ＨＰ１．２－　２Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

ＡＥ０．９－２Ｃ ＡＥ０．９－２Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

ＦＰ１．２－　４Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１５Ｐ （ＨＰ１．２－１０Ｐ）×４

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×３
〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）
〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

ＡＥ０．９－　２Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－３０Ｃ

ＦＰ１．２－　６Ｃ（２８）

ＦＰ－Ｃ１．２－３０Ｃ

ＦＰ－Ｃ１．２－３０Ｃ（Ｅ５１）

ＦＰ－Ｃ１．２－２０Ｃ（Ｅ５１）

ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ（２８）ＦＰ－Ｃ１．２－　６Ｃ（２８）

ＦＰ１．２－　６Ｃ（２８）

〔〈ＡＥ０．９－　２Ｃ〉×４（１９）〕×２

ＣＰＥＶ－Ｓ ０．９－　５Ｐ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０°－２０Ｃ〉×２

至、共用部中央へ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５°－　４Ｃ〉×４

至、国際会議場内受信機へ

ＣＰＥＶ－Ｓ  ０．９－　５Ｐ

至、展示ホールＲ－Ｄへ

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（３１）〉×２

ＡＥ１．２－　２Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

ＡＥ０．９－　２Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

放水銃制御卓

Ｑ×２

Ｑ×２

Ｐ

至、国際会議場内総合操作盤へ

Ｐ

Ｑ

至、中央棟表示盤へ

Ｑ

至、展示ホール５表示盤へ

Ｒ－（Ａ） Ｒ－（Ｂ） Ｒ－（Ｃ） Ｒ－（Ｄ） Ｒ－（Ｅ） Ｒ－（Ｆ） Ｒ－（Ｇ） Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）～（Ｎ）

Ｄ

自火報

ＮＯ

防排煙制御システム表

防煙ダンパー

４

５

２Ｆ ２

３

階

１Ｆ

ＮＯ

１

連動感知器 防煙タレ壁

１

４

３

２

１

階

１Ｆ

２Ｆ

７　　　　２Ｆ－５

４

１

２

３

１

３Ｆ １

８　　　　２Ｆ－６

４　　　　１Ｆ－７

５，６　１Ｆ－７

７　　　　　　　　　　　

１６　　　　２Ｆ－４

８，９　１Ｆ－４

１ １

階

２Ｆ

ＮＯ

１

連動感知器

ＮＯ

防火扉,シャッター

１

３Ｆ

回 線 別 起 動

階

１Ｆ １～７

排煙口

ＮＯ

Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ

耐熱光ＳＭ－２Ｃ（２５）

至、国際会議場内総合操作盤へ

＜新設＞



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備　国際会議場　系統図 ━

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　国際会議場　系統図

Ｅ２－００９

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

Ｂ１Ｆ

４Ｆ

ＲＦ

Ｍ３Ｆ

５
，

５
０

０
４

，
７

２
５

４
，

７
５

０
５
，

０
０

０
４
，

０
０

０
７
，

２
０

０

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

４

３

３１

１

２

４２

５

１

１

１
１

階段

７

５ ６ １４

３

２

４

９７ ８ １０

２

５

１２１１

４

６

１３

１

１

２

２ ７

３

１３１２

２

１５
３

階段
１１

４

１７

６

６

８

２

３

７

９１

８ ９
２

階段
１６

７

１

４

４

５

５

７

１６１５

７

階段

６

階段

４

階段

４

１ ２

２ ３

３

３

２

１

３

ＳＰ

１

ＳＰ

１１１ ３６６１

８

１４

５

１２

４３

１１

６５

１

１３１２４１１ ８

１

ＳＰ

３

ＳＰ

２

１１ １３１４１２ １７

６

１

１

９

２

１１

階段

２

ＥＬＶ
１０

１ １０１２１ ９ １４ ６
１

ＳＰ

１

ＥＬＶ

２

３

１０

階段

３

ＥＬＶ

１２

階段

１

１

１

２

６ ８
２１５

１０

８

階段

３

Ｓ・ＴＦＴ

１

２

６
ダクト 遮断弁

１０
ダクト 遮断弁

１３
２５ ２８

７

９

階段

８

Ｓ
・
Ｔ
Ｆ

Ｔ

１Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｍ３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ ３Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

３
，

３
０

０

Ｍ３Ｆ

３
，

７
０

０

ＲＦ

３
，

３
０

０

Ｍ３Ｆ

３
，

７
０

０

ＲＦ

Ｆ

小屋ウラ
小屋ウラ

３Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ

Ｒ－（Ｌ）

Ｒ－（Ｍ）

Ｒ－（Ｎ）

消火用充水槽

排煙機動力盤

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２

　ＨＰ－Ｓ　　　１．２－　２Ｃ

〈ＦＰ－Ｃ　　　１．６－　４Ｃ〉×５

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

　ＦＰ－Ｃ　　　１．２－　４Ｃ

　ＨＰ　　　　　１．２－　５Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．２－　５Ｐ

〈ＦＰ－Ｃ　　　１．６－　４Ｃ〉×５

　ＨＰ－Ｓ　　　１．２－　２Ｃ

　ＦＰ－Ｃ　　　１．２－　４Ｃ

〈ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ〉×２

（ラック上）

（ラック上）

　ＦＰ－Ｃ　　　１．２－　４Ｃ

　ＨＰ　　　　　１．２－２０Ｐ（ラック上）

〈ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ〉×２

〈ＦＰ－Ｃ　　　１．６－　４Ｃ〉×５

　ＨＰ－Ｓ　　　１．２－　４Ｃ

〈　　　　　　　　５Ｃ－　２Ｖ〉×４

Ａ

〈ＦＰ－Ｃ　　　１．２－　４Ｃ〉×８

〈ＦＰ－Ｃ　　　２．０－２０Ｃ〉×２
ロ

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．６－３０Ｐ

〈ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ〉×３

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×９

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×２４

　ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ 副受信機

Ｒ型信号線

火報

ガス漏れ

非常電話

防排煙

防排煙

Ｂ

多目的展示棟、共用部西側へ

至、展示ホール、共用部中央棟及び

（以降別図参照）

Ａ Ｂ （フリーアクセス内）＋

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－５Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×３ <ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２ <５Ｃ－２Ｖ（２８）>×４

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２<ＨＰ１．２－２０Ｐ（２８）>ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>

ケーブルラック

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×３

Ｒ

Ｐ

Ｐ

Ｐ×２

Ｒ

Ｑ

Ｐ×８

Ｑ

Ｐ×１０

Ｒ

（フリーアクセス内）

Ｅ×２

（フリーアクセス内）

既設配線再使用（ケーブル補償器経由）

至、既存北ホール棟防災監視盤へ

Ｒ－（Ａ） Ｒ－（Ｂ） Ｒ－（Ｃ） Ｒ－（Ｄ） Ｒ－（Ｅ） Ｒ－（Ｆ） Ｒ－（Ｇ） Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）～（Ｎ）

自火報

ＮＯ

防排煙制御システム表

防煙ダンパー

２Ｆ

１Ｆ
１Ｆ－１

８，１３

１６

６２Ｆ

８，９，１１，１２，１３１Ｆ
１Ｆ－２

７，１２，１４，１６，１７

１７，１８，１９

２Ｆ

３Ｆ

９，１０，１１，１２，１５，１６，１７

２Ｆ－２

２Ｆ－１

１５

２，５，７，９，１０

５，１５，１６

１３，１４
３Ｆ－１

８，９，１０

１，９，１０

３，４，５，６

４，５

４，６

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ－２

３Ｆ－３

３Ｆ－４

３Ｆ－５

３Ｆ－６

自火報

ＮＯ

９，１０，１１，１２，１５，１６
３Ｆ－１０

３Ｆ－９

３Ｆ－８

３Ｆ－７
２，４，６，１７，１８，１９

１，２，４，１７，１８，１９

２，４，６，１７，１８，１９

６

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

防煙ダンパー 防煙タレ壁

１Ｆ

階
ＮＯ

防火扉,シャッター

５

６

３

４

連動感知器

１

２

ＮＯ

１

６

５

４

３

２

１２Ｆ

１０

１１

１２

７

８

９

４

８

７

５

６

１

２

３

２，３

６

５，６

４，５

１，２

３

１

防煙タレ壁

４，５４

８

７

５

６ ７，８

６

９

４，７

１

２

３

ＮＯ

連動感知器

３Ｆ

階

３

２

１

ＮＯ

防火扉,シャッター

５

６

３

４

１

２

１３ ６

Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ

耐熱光ＳＭ－２Ｃ（２５）

至、イベントホール　控室　副防災表示盤へ

至、北ホール　サブ管理センター　防災監視盤へ

＜新設＞

＜新設＞

耐熱光ＳＭ－２Ｃ（２５）



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備　共用部（１）　系統図 ━

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　共用部（１）　系統図

Ｅ２－０１０

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

床下ピット

５
，

０
０

０
６

，
０
０

０
２
，
０
０
０

Ｓ
・
Ｔ
Ｆ

Ｔ

２

１１

１

２１ ３

１ １

１

階段

１

ＥＬＶ

１

１

１

ＳＰ

１

ＳＰ

１

７６５４２ ３

１

ＨＬ

２

ＨＬ

３

ＨＬ

１

１

ＨＬ

遮断弁

ダクト

< 共用部西棟 >

< 共用部西棟２ >

< 国際会議場 >< 幹線BOX >

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ

Ｒ－（Ａ） Ｒ－（Ｂ） Ｒ－（Ｃ） Ｒ－（Ｄ） Ｒ－（Ｅ） Ｒ－（Ｆ） Ｒ－（Ｇ） Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）～（Ｎ）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

　ＨＰ　　　１．６－１０Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ　３．５－　４Ｃ〉×２ロ

ＨＰ１．２－　５Ｐ（２２）

ハロンガス制御盤（設備工事）

<ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）>×２ 〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２ 〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×３

Ｒ－（Ｉ）

ロ〈ＦＰ２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ１．６－１０Ｐ

　ＨＰ１．２－１０Ｐ （以降別図参照）

至、展示ホール棟Ｒ－（Ａ）へ

※2

ＨＰ１．２－　５Ｐ（２２）

Ｐ

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）×２ ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ×２ 既設ケーブルラック ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ×２（ＦＥＰ管内） ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）×２

ＥＭ－ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（Ｅ３１）

※1

※2

※1

Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備　共用部（２）　系統図 ━

Ａ３：━

Ａ１：━

自動火災報知設備　共用部（２）　系統図

Ｅ２－０１１

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

Ｂ１Ｆ

１

１ ２

７ ２

３

放水 ＨＬ ３

４

４

６５
１

ＳＰ

１

７

６ ５

９８２

２

ＨＬ

１

ＨＬ

３

ＨＬ

２
１１１０

１

７６

１

８

５４３

１

ＳＰ

１ ２

１

ＥＬＶ

２

階段

１

階段

１

１

１

１

１

１

１ １

１

Ｓ
・
Ｔ
Ｆ

Ｔ

ＣＯＭ

ダクト 遮断弁

Ｓ
・

Ｔ
Ｆ
Ｔ

ロ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

至、多目的展示棟へ

（以降別図参照）

〈ＦＰ－Ｓ　３．５－　４Ｃ〉×４ロ

　ＨＰ　　　１．６－３０Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８） ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

　ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ－Ｓ　　　３．５－　４Ｃ〉×２

〈ＦＰ　　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

〈ＨＰ　　　　　１．６－１５Ｐ〉×２

　ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

ロ

ＨＰ１．６－１５Ｐ（６３） ＨＰ１．６－１５Ｐ ＨＰ１．２－５Ｐ（２２）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８） 〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２ ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８） Ｒ－（Ｋ）

　ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－　５Ｐ

〈ＦＰ　　　　　２．０－２０Ｃ〉×２

　ＨＰ　　　　　１．６－１０Ｐ

　ＨＰ　　　　　１．２－１０Ｐ

ロ

〈ＦＰ－Ｓ　３．５－　４Ｃ〉×６

〈ＨＰ　　　１．６－１５Ｐ〉×２

　ＨＰ　　　１．６－３０Ｐ

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

至、展示ホール棟Ｒ－（Ｅ）へ

（以降別図参照）

至、国際会議場受信機へ

（以降別図参照）

ＨＰ１．２－　５Ｐ（２２）

〈ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）〉×２

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ケーブルラック

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（２８）

〈ＨＰ１．２－５Ｐ（２２）

（以降別図参照）

Ｑ×２

Ｐ

Ｑ×２

Ｐ

Ｑ×２

Ｑ

Ｑ

Ｐ×２

至、国際会議場新設総合操作盤へ

Ｐ

Ｑ

至、展示ホール６表示盤へ

Ｐ×２

Ｑ×２

至、展示ホール５表示盤へ

Ｒ－（Ａ） Ｒ－（Ｂ） Ｒ－（Ｃ） Ｒ－（Ｄ） Ｒ－（Ｅ） Ｒ－（Ｆ） Ｒ－（Ｇ） Ｒ－（Ｈ）

Ｒ－（Ｉ）

Ｒ－（Ｊ）

Ｒ－（Ｋ）

Ｒ－（Ｌ）～（Ｎ）

Ｐ  …  ＥＭ－ＨＰ１．６－１０Ｐ

Ｑ  …  <ＥＭ－ＨＰ－Ｓ１．２－  ３Ｐ>×２

ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｏ  …  ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｎ  …  ＨＰ１．２－  ５Ｐ

Ｍ  …  ＨＰ１．２－  ３Ｐ

Ｌ  …  ＨＰ１．２－  ４Ｃ

Ｋ  …  ＨＰ１．２－  ２Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

Ｒ  …  耐熱光ＥＭ－ＧＩ－２Ｃ



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 １－３Ｈ ピット階平面図　撤去・更新１

Ｅ３－００１
自動火災報知設備 １－３Ｈ ピット階平面図　撤去・更新

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

２ １

３ ２

１ ４ １ ２

１ ３

１ ２

１ １ ２ ３

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 １－３Ｈ １階平面図　撤去・更新 １／３００

Ｅ３－００２
自動火災報知設備 １－３Ｈ １階平面図　撤去・更新

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

１０９

１０

９

８

７

８４

６

５

１１

１ ２ ３

４

１ ２

９ １０

４ ８

３ １ ２ ３

１２

１２

１１

１

１

２

２

２

１ １

２

２

１

１ １ １

２

２ ２

２ ３ ３

３ ３

２ ３ ３ ３

１

３

３

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 １－３Ｈ ２階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００
Ｅ３－００３

自動火災報知設備 １－３Ｈ ２階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４

８

７

６

５

４

８４ ４ ８

３ ３ ３

１２ １２ １２

４ ５ ４ ５ ５ ６

１ １ １ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３

１Ｆ
２

１Ｆ
２

１Ｆ
２

１Ｆ
２

１Ｆ
２

２タイプに準ずる。

１Ｆ
１

１Ｆ
１

２タイプに準ずる。

１Ｆ
３

１Ｆ
３

１Ｆ
１

１Ｆ
２

１Ｆ
３

１

１Ｆ １Ｆ
２

１Ｆ
３

１ １ ２ ２ ３ ３

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5
H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0



幕張イベントホール

展示場

国際会議場

共用棟

北ホール

ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

自動火災報知設備　
１－３Ｈ　３階平面図　撤去・更新

１ １／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ３－００４

Ａ１：１／３００

自動火災報知設備　１－３Ｈ　３階平面図　撤去・更新

１ ２ ２ ３ １ １ ２ ２ ３ １ １ １

１

３

８

７

４

６

３

５

４

８４ ４ ８

３ ４ ４３

２ ４
１

２Ｆ

２Ｆ
１ １ １

２Ｆ
２

２Ｆ
２

２Ｆ
２ ２

２Ｆ
２ ３

２Ｆ
３

２Ｆ
３ ３

１

２Ｆ
１

２Ｆ
３

１Ｆ
２

１Ｆ
２

２

１Ｆ
２

２

１Ｆ
２

１Ｆ
２

２タイプに準ずる。

１Ｆ
１

１Ｆ
１

２タイプに準ずる。

１Ｆ
３

１Ｆ
３

１ １ ３ ３

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事 Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

Ｅ３－００５
自動火災報知設備 ４－６Ｈ ピット階平面図　撤去・更新

１／３００自動火災報知設備 ４－６Ｈ ピット階平面図　撤去・更新１

１ １

２ ２ ２

３３

１
４

５ ６

４ ５ ６

６４幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ４－６Ｈ １階平面図　撤去・更新 １／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ３－００６

自動火災報知設備 ４－６Ｈ １階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

１ ２

３

９ １０

４ ８

１１

１２

１ ３２

９ １０ ９ １０

８４

４

５

６

７

８

２１ ３

４ ４

４

４ ４

４ ４

４

４

５ ５ ５

５ ５ ６ ６

６ ６

５

５

５

５

５

６ ６ ６

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ４－６Ｈ ２階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００
Ｅ３－００７

自動火災報知設備 ４－６Ｈ ２階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

５

５

５

５

５

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

４ ４ ６ ６

１Ｆ １Ｆ １Ｆ １Ｆ

５タイプに準ずる。 ５タイプに準ずる。

４ ４ ４ ５ ５ ５ ６ ６ ６

４ ４ ５ ５ ６ ６

４

１Ｆ
４

１Ｆ
５

１Ｆ

４

１Ｆ

５

１Ｆ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

８

７

６

５

４

８４ ４ ８

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

４ ５ ４ ５ ４ ５

９ １０ １０

３ ３

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5
H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5H:4.5
H:4.5

H:4.5

H:4.5H:4.5H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0H:11.0

H:11.0



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ４－６Ｈ ３階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

Ｅ３－００８
自動火災報知設備 ４－６Ｈ ３階平面図　撤去・更新

４ ４ ５ ５

５

６ ６４

２Ｆ ２Ｆ
４

４

２Ｆ

５

２Ｆ
５

２Ｆ

２Ｆ

６

２Ｆ ２Ｆ
６

１Ｆ
５

１Ｆ
５

１Ｆ
５

１Ｆ

１Ｆ
５

５

５

５

５タイプに準ずる。

１Ｆ

４

４

１Ｆ

４

４

５タイプに準ずる。

６

６

１Ｆ １Ｆ

６

６

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

１ ２ １ ２

３

１ ２１ ２

３

１ ２ １ ２

８

７

６

５

４

３

４

４３

４ ８

３ ４

４ ８



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ７－８Ｈ ピット階平面図　撤去・更新 １／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ３－００９

自動火災報知設備 ７－８Ｈ ピット階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

２

１ ３

２

１

８

７ ７

７

８

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ７－８Ｈ １階平面図　撤去・更新１

Ａ１：１／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ３－０１０

自動火災報知設備 ７－８Ｈ １階平面図　撤去・更新

１０９

８

７

６

５

４

１ ２

９ １０

４ ８

３ １ ２ ３

１１

７

７

７

７

７

７

７ ７

７ ８ ８

８ ８

７ ８ ８ ８

８

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ７－８Ｈ ２階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

Ｅ３－０１１
自動火災報知設備 ７－８Ｈ ２階平面図　撤去・更新

４

８

７

６

５

１

４

２

５ ４ ５

１０

４ ８

３ １ ２ ３

３３

１０

７

１Ｆ
７

１Ｆ
７

１Ｆ
７

１Ｆ
７

７

１Ｆ
７

７

７ ８ ８

１Ｆ
７

７タイプに準ずる。

１Ｆ
８

１Ｆ
８

７ ８ ８ ８

８

１Ｆ
７

１Ｆ

８

１Ｆ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5
H:4.5

H:4.5 H:4.5 H:4.5

H:4.5H:4.5 H:4.5

H:4.5

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0

H:11.0



ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ７－８Ｈ ３階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００
Ｅ３－０１２

自動火災報知設備 ７－８Ｈ ３階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

１Ｆ
７

７

１Ｆ

７

１Ｆ
７

１Ｆ

７

７

１Ｆ
７

２Ｆ
７ ７

７タイプに準ずる。

１Ｆ１Ｆ
８ ８

８ ８

７

２Ｆ
７

８

２Ｆ
８

２Ｆ
８ ８７７

２Ｆ ２Ｆ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

８

７

４

６

５

３

４

２ ３

４ ８

４３

３

２ １ １ ２ ３２１



機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ピット階平面図　撤去・更新 １／３００

Ａ１：１／３００

Ｅ４－００１
自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ピット階平面図　撤去・更新

Ａ３：１／６００

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ９－１１Ｈ １階平面図　撤去・更新 １／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ４－００２

自動火災報知設備 ９－１１Ｈ １階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:10.0

H:8.0 H:8.0

H:8.0
H:8.0

H:8.0

H:8.0

H:8.0

H:10.0

H:10.0 H:10.0

H:10.0 H:10.0

H:10.0

H:4.5



機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ２階平面図　撤去・更新 １／３００

Ａ３：１／６００
Ｅ４－００３

自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ２階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／３００

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／３００自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ３階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

Ｅ４－００４
自動火災報知設備 ９－１１Ｈ ３階平面図　撤去・更新

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5

H:7.0

H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5 H:6.5

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0



機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 ９－１１Ｈ キャットウォークレベル平面図　撤去・更新 １／３００

自動火災報知設備 ９－１１Ｈ キャットウォークレベル平面図　撤去・更新

Ｅ４－００５

Ａ１：１／３００

Ａ３：１／６００

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



N

機器のみ撤去更新

地下ケーブルラック配線

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 イベントホール １階平面図　撤去・更新 １／２００

Ｅ５－００１
Ａ３：１／４００

自動火災報知設備 イベントホール １階平面図　撤去・更新

Ａ１：１／２００

１

２

３ ４ ５ ６ ７ ８

９２

１０ １１ １２ １３ １４ １５

３

２

１

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

４

４

６

３ ５

３Ｆ

３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ３Ｆ３Ｆ３Ｆ３Ｆ３Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｂ１Ｆ
Ｂ１ＦＢ１Ｆ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0 H:7.0 H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0

H:7.0 H:7.0

H:7.0 H:7.0

H:7.0 H:7.0

H:7.0 H:7.0

H:7.0

H:3.5

H:4.0

H:4.0

H:3.5

H:3.5

H:4.5

H:4.5

H:3.5

H:3.5

H:3.5

H:3.5H:3.5H:3.5H:3.5

H:3.5 H:3.5 H:3.5 H:3.5

H:3.5
H:3.5

H:3.5

H:3.5



N

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 イベントホール ２階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ３：１／４００

Ａ１：１／２００

Ｅ５－００２
自動火災報知設備 イベントホール ２階平面図　撤去・更新

３ ４ ５ ６ ７ ８

９

１５１４１３１２１１１０

２

２

１

３

４

５

６

７

８
９

１０

３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ

３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ ３Ｆ

３Ｆ ３Ｆ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0

H:5.0



N

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 イベントホール ３階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ３：１／４００

Ａ１：１／２００

自動火災報知設備 イベントホール ３階平面図　撤去・更新
Ｅ５－００３

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

８

３ ４

５

６

７

１０ １１

１２ １３

１４ １５

２

９

１

１６

５

６

※ ※

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※
※

※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※
※ ※ ※ ※ ※

※

※ ※

※※※※※※

※※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

１

２
３

４

５ ６ ７

８

９

１０ １１ １２ １３ １４ １５

１６

※
＝天井裏に設置

２Ｆ

２Ｆ

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

H:35.0 H:35.0

H:35.0H:35.0

H:35.0

H:35.0

H:35.0

H:35.0

H:13.0

H:13.0 H:13.0 H:13.0

H:13.0

H:13.0

H:13.0H:13.0

H:13.0H:13.0

H:13.0

H:13.0H:13.0



N

機器のみ撤去更新幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 国際会議場 Ｂ１階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ３：１／４００
Ｅ６－００１

Ａ１：１／２００

自動火災報知設備 国際会議場 Ｂ１階平面図　撤去・更新

１

２



N

機器のみ撤去更新

３

１ ２

４

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 国際会議場 １階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ３：１／４００

Ａ１：１／２００

Ｅ６－００２
自動火災報知設備 国際会議場 １階平面図　撤去・更新

１

２

６

５

７

８

１４

１３

１２

１１

１０

９

１

階段

Ｂ１Ｆ

Ｂ１Ｆ

Ｓ・ＴＦＴ

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



N

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 国際会議場 ２階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ１：１／２００

Ａ３：１／４００
Ｅ６－００３

自動火災報知設備 国際会議場 ２階平面図　撤去・更新

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

１

７ ８

９

３

４

１２ １３ １４

１５

１７

１１

１０

６

２ １６

５



N

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１ 自動火災報知設備 国際会議場 ３階平面図　撤去・更新 １／２００

Ａ１：１／２００

Ａ３：１／４００
Ｅ６－００４

自動火災報知設備 国際会議場 ３階平面図　撤去・更新

３

４

５

６

３

１

９

８

１５

７

６

４

５

１３ １４

２

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ ２Ｆ

２Ｆ

１５

天井裏

１６

天井裏

１１

天井裏

１２

天井裏

１７

天井裏

１３

天井裏

１４

天井裏

※

※

※
＝天井裏に設置

※ ※ ※

※ ※

※ ※ ※ ※

※

※

※

※

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



機器のみ撤去更新
設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

１／２００自動火災報知設備 国際会議場 ４階平面図　撤去・更新１

Ａ３：１／４００

Ａ１：１／２００

Ｅ６－００５
自動火災報知設備国際会議場 ４階平面図　撤去・更新
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発信機

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）



キープラン

Ｅ７－００１
Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

１ 自動火災報知設備 中央棟 １・２階平面図　撤去・更新 １／３００

機器のみ撤去更新

自動火災報知設備 中央棟 １・２階平面図　撤去・更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事
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幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）
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キープラン

自動火災報知設備　西レストラン棟　
Ｂ１・１・２階平面図　撤去・更新

Ａ３：１／６００

Ａ１：１／３００

１／３００自動火災報知設備 西レストラン棟 Ｂ１・１・２階平面図　撤去・更新１

Ｅ７－００２

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事
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幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）
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１ 自動火災報知設備　連絡共同溝　平面図　撤去・更新 １／７５０

Ｅ７－００３
Ａ３：１５００

Ａ１：７５０

自動火災報知設備　連絡共同溝　平面図　撤去・更新

N

機器のみ撤去更新

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

４

幹線（立上り、引下げ等）は系統図参照とする

感知器は自動試験機能付とする（凡例参照）

４



設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

日付

Ｒ８．３

令和７・８年度幕張メッセ施設整備設備工事実施設計
令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事

Ａ１：１／７５０

Ａ３：１／１５００
Ｅ７－００４

自動火災報知設備　構内通信線路図　更新１

自動火災報知設備
構内通信線路図・総合管理センター詳細図　更新

１／７５０ 自動火災報知設備　９－１１ホール詳細図　更新２ １／２００

自動火災報知設備　総合管理センター詳細図　更新４ １／２００

自動火災報知設備　イベントホール詳細図　更新３ １／２００

国際展示場９－１１ホール

１１ホール

１０ホール

９ホール

（幕張メッセ・Ⅱ期）

国際展示場9～11ホール
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凡　例

　　　　　:防火区画貫通処理

注　記

３）　　　　 について、既設防火区画貫通処理を解体し、新設ケーブルに

１）図示の配線は新設する。

２）特記なき配線は全て既設ケーブルラック上配線とする。

　　合わせた開口を設け、区画貫通処理を復旧すること。

　　　　　:仮設足場設置位置

仮設足場設置（m）
W1.1×D12×H5.9  

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ （既設ＦＥＰ管内）

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ×２

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ×２

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ
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耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ×２

※立下部、既設ケーブルラック区画貫通
通線開口の上、区画処理を行うこと。

（新設）

防災監視盤

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ

※立下部、既設ケーブルラック区画貫通
通線開口の上、区画処理を行うこと。

（新設）

副防災表示盤

耐熱ＥＭ－ＳＭ－２Ｃ

※立下部、既設ケーブルラック区画貫通
通線開口の上、区画処理を行うこと。

更新図


